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序

　
さ
き
に
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
五
百
号
を
記
念
す
る
た
め
に
改
造
社
か
ら
『
五

百
句
』
と
い
う
書
物
を
出
し
た
。
こ
れ
は
私
が
俳
句
を
作
り
は
じ
め
た
明
治

二
十
四
、
五
年
頃ごろ
か
ら
昭
和
十
年
ま
で
の
中
か
ら
五
百
句
を
選
ん
だ
も
の
で

あ
っ
た
。
先
頃
桜
井
書
店
か
ら
何
か
私
の
書
物
を
出
版
し
た
い
と
の
事
で
あ

っ
た
の
で
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
が
五
百
五
十
号
に
な
っ
た
記
念
に
、
そ
の
後

の
私
の
句
の
中
か
ら
五
百
五
十
句
を
選
み
出
し
て
そ
れ
を
出
版
し
て
見
よ
う

か
と
思
い
立
っ
た
。
思
い
立
っ
て
か
ら
大
分
日
が
た
っ
た
。
こ
の
月
出
て
い

る
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
は
五
百
六
十
一
号
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ど
う
で
も
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い
い
と
し
て
、
昭
和
十
一
年
か
ら
昭
和
十
五
年
ま
で
約
六
年
間
の
間
に
五
百

五
十
句
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
前
の
『
五
百
句
』
の
約
四
十
五
年
の
間

の
句
の
中
か
ら
五
百
句
を
選
ん
だ
の
に
比
較
し
て
見
て
少
し
精
粗
の
別
が
な

い
で
も
な
い
が
、
要
す
る
に
記
念
の
た
め
の
出
版
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
事

は
格
別
厳
密
に
考
え
る
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
。
『
五
百
五
十
句
』
と
い
う

書
物
の
名
に
し
た
け
れ
ど
も
五
百
七
、
八
十
句
に
な
っ
た
か
と
思
う
。
そ
れ

も
厳
密
に
考
え
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
私
は
本
年
古こ
稀き
で
あ
る
。
自
お
の
ず
から
古
稀
の
記
念
と
も
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
昭
和
十
八
年
五
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
倉
草
庵
に
て
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高
浜
虚
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
　
改
造
社
発
行
拙
著
『
五
百
句
』
の
百
六
十
一
頁

「
天
の
川
」
の
句
は
取
消
す
。
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昭
和
十
一
年
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鴨かも
の
中
の
一
つ
の
鴨
を
見
て
ゐ
た
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
日
　
武
蔵
大
沢
浄
光
寺
。  

旭    

川  

き
ょ
く
せ
ん

歓
迎
会
。

　
　
　
　
　
　
　

枯
れ
果
て
し
も
の
の
中
な
る  

藤    
袴  

ふ
じ
ば
か
ま

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
四
日
　
百
花
園
偶
会
。
水
竹
居
、
あ
ふ
ひ
、
花
蓑
、
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実
花
。

　
　
　
　
　
　
　

物
売
も
佇
た
た
ずむ
人
も
神
の
春

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
五
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
目
黒
不
動
、
大
国
家
。

　
　
　
　
　
　
　

 

枯  

荻 

か
れ
お
ぎ

に
添
ひ
立
て
ば
我
幽
か
す
かな
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
八
日
　
謡
俳
句
会
。
百
花
園
。
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渋
引
き
し
ご
と
喉のど
強
し 

寒 

稽 

古 

か
ん
げ
い
こ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
八
日
　
谷
中
や
な
か 

本 

行 

寺 

ほ
ん
ぎ
ょ
う
じ
。
播
磨
屋

は
り
ま
や

一
門
、
水
竹
居
、

　
　
　
　
　
　
　
た
け
し
、
立
子
、
秀
好
。

　
　
　
　
　
　
　

 

古 

綿 

子 

ふ
る
わ
た
こ

著き
の
み
著
の
ま
ゝ 

鹿 

島 
立 

か
し
ま
だ
ち

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
六
日
　 

楠  

窓 

な
ん
そ
う

東
道
の
下
に
、
章
子
を
伴
ひ
渡
仏
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の
途
に
上
る
。
午
後
三
時
横
浜 

解  

纜 

か
い
ら
ん

箱
根
丸
に
て
。

　
　
　
　
　
　
　

我
心
春
潮
に
あ
り
い
ざ
行
か
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
九
日
　
神
戸 

碇  

泊 

て
い
は
く

。
花
隈
、
吟
松
亭
、
関
西
同

　
　
　
　
　
　
　
人
句
会
に
列
席
。

　
　
　
　
　
　
　

 

日  

本 

に
っ
ぽ
ん

を
去
る
に
の
ぞ
み
て
梅
十
句
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二
月
二
十
一
日
　
朝
、
門
司
著
。
萍
子
へ
い
し
招
宴
、
三
宜
楼
。

　
　
　
　
　
　
　

  

上    

海  

シ
ャ
ン
ハ
イ

の
霙みぞ
る
ゝ
波は
止と
場ば
後あと
に
せ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
六
日
　
箱
根
丸
船
中
。

　
　
　
　
　
　
　

春
潮
や
窓
一
杯
の
ロ
ー
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
九
日
　
朝
、 

香  
港 

ホ
ン
コ
ン

出
帆
。
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顔
し
か
め
居
る
印
度
イ
ン
ド
人
町
暑
し

著
飾
き
か
ざ
り
て
馬
来
マ
レ
ー
女
の
跣
足
は
だ
し
か
な

裸
な
る
印
度
ま
す
ら
を
幸さ
き
く
あ
れ

晩
涼
や 

火 

焔 

樹 

か
え
ん
じ
ゅ

並
木
斯か
く
は
行
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
四
日
　 

新 

嘉 

坡 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
著
。
石
田
敬
二
、
東
森
た
つ
を
来
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訪
。
次
で
三
井
物
産
支
店
長
松
本
季
三
志
夫
妻
、
三
菱
商

　
　
　
　
　
　
　
事
支
店
長
山
口
勝
、
宮
地
秀
雄
等
来
船
。
敬
二
東
道
の
下

　
　
　
　
　
　
　
に
章
子
を
帯
同
、
一
路
自
動
車
に
て
奥
田
彩
坡
さ
い
は
経
営
の
士セ

　
　
　
　
　
　
　
乃ナイ
の
護ゴ
謨ム
園
を
訪
ふ
。
横 

光 

利 

一 

よ
こ
み
つ
り
い
ち

同
道
。
帰
途
タ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ン
・
カ
ト
ン
の
玉
川
ガ
ー
デ
ン
、
敬
二
居
等
に
立
寄
り
、

　
　
　
　
　
　
　
今
日
の
吟
行
地
植
物
園
に
下
車
。
そ
れ
よ
り
空
葉
居
に
一

　
　
　
　
　
　
　
憩
、
新
喜
楽
に
て 

晩  

餐 

ば
ん
さ
ん

。
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

稲
妻
の
す
る
ス
マ
ト
ラ
を
左
舷
さ
げ
ん
に
見
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三
月
五
日
　
新
嘉
坡
碇
泊
。
日
本
人
共
同
墓
地
に
二 

葉 

ふ
た
ば
て

　
　
　
　
　
　
　
亭
四
迷  

い
し
め
い

の
墓
を
弔
ふ
。
敬
二
、
楠
窓
同
道
。
章
子
は
途

　
　
　
　
　
　
　
中
空
葉
居
に
下
車
。
帰
途
敬
二
居
に
立
寄
り
帰
船
。
正
午

　
　
　
　
　
　
　
出
帆
。

　
　
　
　
　
　
　

稲
田
あ
り
笯ど
あ
り
日
本
に
似
た
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
六
日
　
彼
南
ペ
ナ
ン
著
、
上
陸
。
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月
も
無
く
沙
漠
暮
れ
行
く 

心  

細 

こ
こ
ろ
ぼ

そ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
一
日
　
午
後
三
時
、
蘇
士
ス
エ
ズ
入
港
。
陸
路
カ
イ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
に
到
り
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
ホ
テ
ル
一
泊
。

　
　
　
　
　
　
　

宝
石
の
大
塊
の
ご
と
春
の
雲

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
九
日
　
箱
根
丸
に
て
楠
窓
、
友
次
郎
と
協
議
の
末
、

　
　
　
　
　
　
　
米
国
経
由
帰
朝
の
こ
と
を
断
念
。
午
後
、
松
岡
夫
妻
、
楠

　
　
　
　
　
　
　
窓
、
町
田
一
等
機
関
士
、
章
子
、
友
次
郎
等
と
サ
ン
フ
リ
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ー
ト
村
に
花
畑
見
物
。

　
　
　
　
　
　
　

舟
橋
を
渡
れ
ば
梨り
花か
の
コ
ブ
レ
ン
ツ

両
岸
の
梨
花
に
ラ
イ
ン
の
渡
し
舟

梨
花
村
の
直
ぐ
上
に
あ
り
雪
の
山

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
一
日
　
ラ
イ
ン
河
。
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木
々
の
芽
や 

素  

十 

す
じ
ゅ
う

住
み
け
ん
家
は
ど
こ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
一
日
　
シ
ユ
ロ
ツ
ス
・
ホ
テ
ル
、
バ
ル
コ
ニ
ー

　
　
　
　
　
　
　
よ
り
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
の
町
を
望
む
。

　
　
　
　
　
　
　

 

望  

楼 

ぼ
う
ろ
う

あ
る
山
の
上
ま
で
耕
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
二
日
　
午
後
一
時
五
分
発
、
車
中
雑
詠
選
に
没

　
　
　
　
　
　
　
頭
。
夜
、 

伯  

林 

ベ
ル
リ
ン

著
。
三
菱
商
事
藤
室
益
三
夫
妻
に
迎
へ
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ら
れ
大
和
旅
館
に
入
る
。
沿
道
触
目
。

　
　
　
　
　
　
　

夜や
話わ
遂つい
に
句
会
と
な
り
ぬ
リ
ラ
の
花

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
四
日
　
藤
室
夫
人
東
道
、
日
本
人
の
学
校
参
観
、

　
　
　
　
　
　
　
講
演
。
「
あ
け
ぼ
の
」
に
て
昼
食
。
そ
れ
よ
り
オ
リ
ム
ピ

　
　
　
　
　
　
　
ツ
ク
敷
地
一
見
。
カ
ー
・
デ
ー
・
ベ
ー
百
貨
店
に
立
寄
り

　
　
　
　
　
　
　
帰
宿
。
大
毎
社
員
加
藤
三
之
雄
来
訪
。
夜
、
三
菱
商
事
支

　
　
　
　
　
　
　
店
長
渡
辺
寿
郎
邸
に
て
晩
餐
会
。
井
上
代
理
大
使
夫
妻
、

　
　
　
　
　
　
　
孫
田
日
本
学
会
主
事
、
藤
室
夫
妻
等
と
小
句
会
。
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春
風
や
柱
像
屋
根
を
支ささ
へ
た
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
六
日
　
渡
辺
夫
人
、
藤
室
夫
妻
東
道
、
ポ
ツ
ダ

　
　
　
　
　
　
　
ム
に
赴
く
。
恰
あ
た
かも
日
曜
日
。
ポ
ツ
ダ
ム
宮
殿
。

　
　
　
　
　
　
　

箸はし
で
食
ふ
花
の
弁
当
来
て
見
よ
や

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
六
日
　
更
に
桜
の
名
所
ヴ
エ
ル
ダ
ー
に
車
を
駆
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る
。
藤
室
夫
人
携
ふ
る
と
こ
ろ
の
日
本
弁
当
を
食
ふ
。
群

　
　
　
　
　
　
　
衆
怪
し
み
見
る
。

　
　
　
　
　
　
　

国
境
の
駅
の
両
替
遅
日
ち
じ
つ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
七
日
　
藤
室
夫
妻
と
再
び
日
本
人
学
校
に
赴
き
、

　
　
　
　
　
　
　
日
本
人
会
に
て
昼
食
。
午
後
一
時
五
十
分
伊
藤
夫
妻
、
迪

　
　
　
　
　
　
　
子
、
バ
ー
ミ
ン
グ
、
ビ
ユ
ル
ガ
姉
妹
、
京
極
、
篠
原
、
高

　
　
　
　
　
　
　
田
、
寺
井
、
昌
谷
、
世
良
、
仙
石
に
送
ら
れ
ツ
オ
駅
発
、

　
　
　
　
　
　
　
独
蘭
国
境
に
向
ふ
。
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倫  

敦 

ロ
ン
ド
ン

の
春
草
を
踏
む
我
が
草
履
ぞ
う
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
八
日
　
朝
七
時
前
ハ
ー
ウ
ツ
チ
港
著
。
そ
れ
よ

　
　
　
　
　
　
　
り
汽
車
に
て
リ
バ
プ
ー
ル
・
ス
ツ
リ
ー
ト
・
ス
テ
ー
シ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
ン
著
。
上
ノ
畑
楠
窓
、
八
田
一
朗
、
松
本
覚
人
、
槙
原
覚
、

　
　
　
　
　
　
　
河
西
満
薫
、 
有  
吉 
あ
り
よ
し

義
弥
、
高
橋
長
春
、
常
盤
の
主
人
岩

　
　
　
　
　
　
　
崎
盛
太
郎
の
出
迎
を
受
く
。
そ
れ
よ
り
覚
人
君  

嚮    

導  

き
ょ
う
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
の
下
に
楠
窓
、
一
朗
両
君
と
倫
敦
市
中
一
見
、
デ
ン
マ
ー

　
　
　
　
　
　
　
ク
街
の
常
盤
本
店
に
て
休
息
。
タ
フ
ネ
ル
パ
ー
ク
ロ
ー
ド
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の
常
盤
別
館
に
入
る
。
駒
井
権
之
助
、
朝
日
新
聞
社
古
垣

　
　
　
　
　
　
　
鉄
郎
氏
来
訪
。
晩
餐
を
待
つ
間
小
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

名
を
書
く
や
春
の
野
茶
屋
の
記
名
帳

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
三
十
日
　
覚
人
東
道
、
沙
翁
さ
お
う
の
誕
生
地
ス
ト
ラ
ツ
ト

　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ー
ド
に
向
ふ
。
楠
窓
、
一
朗
、
友
次
郎
、
章
子
同
行
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

春
の
寺
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
鳴
り
渡
る
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四
月
三
十
日
　
シ
エ
ク
ス
ピ
ア
菩
提
寺

ぼ
だ
い
じ

。

　
　
　
　
　
　
　

売
家
を
買
は
ん
か
と
思
ふ
春
の
旅

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
三
十
日
　
三
時
頃
シ
エ
ク
ス
ピ
ア
菩
提
寺
よ
り
帰
途

　
　
　
　
　
　
　
に
就
く
。

　
　
　
　
　
　
　

躄
あ
し
な
えの
妻
を
車
に
花
に
曳ひ
く
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五
月
二
日
　
キ
ユ
ー
ガ
ー
デ
ン
吟
行
。
同
行
者
八
田
一
朗
、

　
　
　
　
　
　
　
十
時
と
ど
き
春
雄
、
伊
藤
東
籬
と
う
り
、
有 

吉 

瓦 

楼 

あ
り
よ
し
が
ろ
う

、
森
脇 

襄  

治 

じ
ょ
う
じ

、

　
　
　
　
　
　
　
大
林
、
古
垣
鉄
郎
、
池
田
徳
真
、
槙
原
夫
人
、
保
柳
夫
人
、

　
　
　
　
　
　
　
小
野
龍
人
、
保
柳
才
喜
、
小
野
静
女
、
友
次
郎
、
章
子
。

　
　
　
　
　
　
　
夕
刻
日
本
人
会
に
戻
り
食
後
披
講
。

　
　
　
　
　
　
　

 

日  

本 

に
っ
ぽ
ん

の
花
の  

提    

灯  

ち
ょ
う
ち
ん

と
も
る
も
と

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
六
日
　
朝
九
時
、
川
村
、
伊
藤
、
松
本
、
河
西
夫
人
、
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八
田
、
岩
崎
に
見
送
ら
れ
ヴ
イ
ク
ト
リ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
ン
発
、
正
午
頃
ド
ー
ヴ
ア
ー
駅
著
。
英
吉
利

イ
ギ
リ
ス

船
に
て
海
峡

　
　
　
　
　
　
　
を
渡
り
午
後
一
時
半
頃
仏
蘭
西

フ
ラ
ン
ス

の
カ
レ
ー
駅
よ
り
乗
車
、

　
　
　
　
　
　
　
五
時
頃
巴パ
里リ
著
。
上
野
に
迎
へ
ら
れ
直
ち
に
マ
ゼ
ス
チ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
ク
・
ホ
テ
ル
に
入
る
。
ア
ル
フ
レ
ツ
ド
・
ス
ム
ー
ラ
を
帯

　
　
　
　
　
　
　
同
し
て
松
尾
邦
之
助
来
訪
、
う
ち
連
れ
て
佐
藤
醇
造
を
誘

　
　
　
　
　
　
　
ひ
ヂ
ユ
リ
ア
ン
・
ヴ
オ
カ
ン
ス
訪
問
。
晩
餐
。
席
に
ア
ル

　
　
　
　
　
　
　
ベ
ー
ル
・
ポ
ン
ザ
ン
あ
り
て
一
同
と
共
に
仏
蘭
西
の
は
い

　
　
　
　
　
　
　
か
い
談
に
花
を
咲
か
せ
記
念
撮
影
。
ヴ
オ
カ
ン
ス
邸
即
興
。
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ハ
ン
カ
チ
の
蝶
と
細
り
て
尚なお
振
れ
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
八
日
　
午
前
十
時
、 

馬 

耳 

塞 

マ
ル
セ
イ
ユ

著
。
郵
船
会
社
に
立

　
　
　
　
　
　
　
寄
り
箱
根
丸
乗
船
。
山
下
馬
耳
塞
領
事
来
船
。
四
時
出
帆
。

　
　
　
　
　
　
　
友
次
郎
は
山
下
領
事
等
と
共
に
波
止
場
に
立
ち
長
く
見
送

　
　
　
　
　
　
　
る
。
港
内
に
て
清
三
郎
乗
船
の 

筥 

崎 

丸 

は
こ
ざ
き
ま
る
と
行
違
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　

紅
海
に
船
早は
や
浮
ぶ
帰
帆
疾と
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
四
日
　
ス
ヱ
ズ
運
河
通
過
、
紅
海
に
入
る
。
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熱
帯
の
海
は
日
を
呑の
み
終
り
た
る

こ
の
暑
さ
火
夫
や
狂
は
ん
船
や
と
ま
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
七
日
　
紅
海
航
行
。
暑
さ
い
よ
〳
〵
劇はげ
し
。

　
　
　
　
　
　
　

ス
コ
ー
ル
の
波
窪くぼ
ま
し
て
進
み
来
る
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五
月
二
十
一
日
　
初
め
て
ス
コ
ー
ル
に
遇あ
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　

亘わた
り
た
る
リ
オ
群
島
は 

屏  

風 

び
ょ
う
ぶ

な
す

鰐わに
の
居
る 

夕  

汐 

ゆ
う
し
お

み
ち
ぬ
椰や
子し
の
浜

扇
風
機
ま
は
り
熱
風
吹
き
起
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
三
十
日
　
朝
、
新
嘉
坡
入
港
。
奥
田
彩
坡
、
古
根
勲
、

　
　
　
　
　
　
　
森
野
熹
由
、
山
口
勝
、
宮
地
義
雄
、
志
村
空
葉
夫
妻
、
玉
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木
北
浪
来
船
。
玉
川
園
に
行
き
日
本
人
会
に
於
け
る
俳
句

　
　
　
　
　
　
　
会
に
赴
き
、
転
じ
て
森
野
の
招
宴
に
列
し
再
び
日
本
人
会

　
　
　
　
　
　
　
に
赴
く
。
深
更
帰
船
。

　
　
　
　
　
　
　

  

上    

海  

シ
ャ
ン
ハ
イ

の
梅
雨
懐
な
つ
かし
く
上
陸
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
八
日
　
朝
七
時
、
上
海
著
。
堀
場
定
祥
、
大
内
穭
水
、

　
　
　
　
　
　
　
下
村
非
文
、
星
野
露
頭
仏
、
中
田
秋
平
、
中
原
大
烏
来
船
。

　
　
　
　
　
　
　
上
陸
、
南
市
の 

半 

淞 
園 

プ
ー
ソ
ン
ユ

に
行
き
そ
れ
よ
り
三
菱
商
事
の

　
　
　
　
　
　
　
招
宴
に
て
月
廼
家
に
て
田
中
三
菱
商
事
支
店
長
等
と
会
食
。

30五百五十句



　
　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
、
閘
北
の
新
月
花
壇
の
す
み
れ
会
に
列
席
。
十

　
　
　
　
　
　
　
一
時
か
ら
三
菱
銀
行
上
海
支
店
の
竹
内
良
男
の
説
明
に
て
、

　
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
租
界
八
仙
橋
の
黄
金
大
戯
場
に
支
那
芝
居
を
観み

　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　

船
涼
し
左そ
右う
に
迎
ふ
る
対
馬
つ
し
ま
壱い
岐き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
日
　
雑
詠
選
了
。
対
馬
見
え
壱
岐
見
え
来
る
。
大

　
　
　
　
　
　
　
阪
朝
日
九
州
支
社
よ
り
、
帰
朝
最
初
の
一
句
を
送
れ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
電
報
あ
り
。
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戻
り
来
て
瀬
戸
の
夏
海
絵
の
如
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
一
日
　
朝
六
時
甲
板
に
立
出
で
楠
窓
と
共
に 

朝  

あ
さ
も

　
　
　
　
　
　
　
靄 や
深
く
罩こ
め
た
る
郷
里
松
山
近
く
の
島
山
を
指
さ
し
語

　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　

夏
潮
を
蹶け
つ
て
戻
り
て
陸くが
に
立
つ
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六
月
十
一
日
　
神
戸
入
港
。
名
古
屋
の
丹
治
蕪
人
、
加
藤

　
　
　
　
　
　
　
霞
村
、
加
藤
了
谷
。
高
松
の
村
尾
公
羽
、
安
藤
老
蕗
。
京

　
　
　
　
　
　
　
都
の
松
尾
い
は
ほ
、
平
尾
春
雷
、
田
中
八
重
、
田
畑
三
千

　
　
　
　
　
　
　
女
、
其
他
京
阪
神
の
諸
君
五
、
六
十
名
の
出
迎
を
受
く
。

　
　
　
　
　
　
　
蘆
屋
の
と
し
を
居
に
赴
き
晩
餐
。
旭
川
、
泊
月
に
続
い
て

　
　
　
　
　
　
　
『 
猿  
蓑 
さ
る
み
の

』
輪
講
の
た
め
三
重
史
、
大
馬
、
涙
雨
、
九
茂

　
　
　
　
　
　
　
茅
、
蘇
城
来
り
小
句
会
。
そ
れ
よ
り
輪
講
に
加
は
り
午
前

　
　
　
　
　
　
　
一
時
頃
帰
船
。

　
　
　
　
　
　
　

濁
り
鮒ぶな
腹
を
か
へ
し
て
沈
み
け
り
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蠅はえ
よ
け
も
か
ぶ
せ
て
猫
は
猫
板
に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
九
日
　
家
庭
俳
句
会
。
発
行
所
隣
室
に
て
。

　
　
　
　
　
　
　

朝
顔
の
苗
な
だ
れ
出
し
畚ふご
の
ふ
ち

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
二
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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籐
椅
子

と
う
い
す

に
あ
れ
ば
草
木
花
鳥
来らい

我わ
が
前
に
夏
木
夏
草
動
き
来
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
八
日
　
風
生
招
宴
。  

麹    

町  

こ
う
じ
ま
ち

永
田
町
、
逓
信
次

　
　
　
　
　
　
　
官
官
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

月
青
く
か
ゝ
る 

極  

暑 

ご
く
し
ょ

の
夜
の
町

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
九
日
　
発
行
所
例
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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航
海
や
よ
る
ひ
る
と
な
き
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
六
日
　
大
阪
玉
藻
会
投
句
。

　
　
　
　
　
　
　

眉み
目め
よ
し
と
い
ふ
に
あ
ら
ね
ど 
紺 
浴 

衣 
こ
ん
ゆ
か
た

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
七
日
　
家
庭
俳
句
会
。 

愛 

宕 

山 
あ
た
ご
や
ま

、
茶
店
。
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麻
の
中
雨
す
い
〳
〵
と
見
ゆ
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
四
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
の
浪
蹶け
立た
て
帰
り
し
船
ぞ
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
八
日
　
神
戸
に
て
友
次
郎
帰
朝
を
迎
ふ
。
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宮
様
の
今
御
成
お
な
り
と
や
扇
置
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
九
日
　
甲
子
園
朝
日
新
聞
社
席
に
全
国
中
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
野
球
仕
合
を
見
る
。

　
　
　
　
　
　
　

俳
諧
の
忌
日
き
じ
つ
は
多
し
萩
の
露

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
日
　
新
大
阪
ホ
テ
ル
に
在
り
。  

旭    

川  

き
ょ
く
せ
ん

邸
、

　
　
　
　
　
　
　
元
は
じ
め忌
出
句
。
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は
る
／
″
＼
と
人
訪と
ふ
約
や
月
の
秋

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
日
　
神
戸
駅
前 

相  

生 

あ
い
お
い

町
、
三
ツ
輪
亭
南
店
に

　
　
　
　
　
　
　
牛
鍋
を
つ
ゝ
き
、
そ
れ
よ
り
泊
月
、
鍋
平
朝
臣
、
年
尾
と
し
お
、

　
　
　
　
　
　
　
立
子
、
友
次
郎
と
共
に
岡
山
に
矢
野
蓬
矢
ほ
う
し
を
訪
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
の
風
衣
と
膚
は
だ
え吹
き
分
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
三
十
日
　
家
庭
俳
句
会
。
深
沢
、
水
竹
居
邸
。
七
夕
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祭
。

　
　
　
　
　
　
　

藻も
の
水
に
手
を
ひ
た
し
見
る
沼
の
情

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
六
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
成
田
山
吟
行
、 

印 

旛 

沼 

い
ん
ば
ぬ
ま

　
　
　
　
　
　
　
を
舟
に
て
渡
る
。

　
　
　
　
　
　
　

一
夜
明
け
て
忽
た
ち
まち
秋
の
扇
か
な
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よ
く
見
た
る
秋
の
扇
の
ま
づ
し
き
絵

庭
石
に
蚊
遣
か
や
り
置
か
し
め
端
居
は
し
い
か
な

つ
く
ば
ひ
に
廻まわ
り
燈
籠
ど
う
ろ
の
灯
影
ほ
か
げ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
九
日
　
水
竹
居
招
宴
。
越
央
子
貴
族
院
議
員
就
任
祝

　
　
　
　
　
　
　
賀
会
。
き
ん
楽
。

　
　
　
　
　
　
　

命
か
け
て
芋
虫
憎
む
女
か
な
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九
月
十
一
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

  

秋    

袷  

あ
き
あ
わ
せ

身
を
引
締
め
て 

稽 

古 

事 

け
い
こ
ご
と

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
四
日
　
笹
鳴
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

目
さ
む
れ
ば
貴
船
き
ぶ
ね
の
芒
す
す
き生
け
て
あ
り
ぬ
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九
月
十
七
日
　
京
都
一
泊
。

　
　
　
　
　
　
　

必
ず
し
も
鯊はぜ
を
釣
ら
ん
と
に
は
あ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
七
日
　
水
竹
居
招
宴
。
永
田
青
嵐
主
賓
。
築
地
つ
き
じ

　
　
　
　
　
　
　
き
ん
楽
。

　
　
　
　
　
　
　

欄
干
に
よ
り
て
無
月
の 

隅 

田 

川 

す
み
だ
が
わ
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十
月
一
日
　 

偶  

成 

ぐ
う
せ
い

。

　
　
　
　
　
　
　

我
が
息
を
吹
き
と
ゞ
め
た
る
野
分
の
わ
き
か
な

飛
ん
で
来
る
物
恐
ろ
し
き
野
分
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
三
日
　
二
百
二
十
日
会
。
清
水
谷
公
園
、
皆
香
園
。

　
　
　
　
　
　
　

芭
蕉
忌
や
遠
く
宗
祇
そ
う
ぎ
に
溯
さ
か
の
ぼる
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十
月
十
二
日
　
笹
鳴
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

椀わん
ほ
ど
の 

竹 
生 
島 

ち
く
ぶ
し
ま

見
え 

秋 

日 

和 

あ
き
び
よ
り

 

茸  

山 

た
け
や
ま

の
少
し
曇
れ
ば 
物  
淋 

も
の
さ
び

し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
五
日
　
つ
る
ば
み
会
主
催
、
近
江
国
志
賀
郡
真
野

　
　
　
　
　
　
　
村
曼
陀
羅

ま
ん
だ
ら

山
松
茸
狩
。
年
尾
、
友
次
郎
、
王
城
、
い
は
ほ

　
　
　
　
　
　
　
等
と
共
に
。
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翡  

翠 

か
わ
せ
み

の
紅
一
点
に
つ
ゞ
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
五
日
　
大
津
紅
葉
館
別
館
に
て
晩
餐
。

　
　
　
　
　
　
　

帚
ほ
う
きあ
り
即
す
な
わち
と
つ
て
落
葉
掃
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
六
日
　
関
西
同
人
会
。
阪
急
沿
線
曾
根
、
星
ヶ
岡

　
　
　
　
　
　
　
茶
寮
。
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秋
の
水
木
曾
川
と
い
ふ
名な
に
し
負お
ふ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
八
日
　
名
古
屋
牡
丹
会
大
会
吟
行
。
日
本
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
遊
園
地
に
向
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　

菌
き
の
こな
ど 

山  

幸 

や
ま
さ
ち

多
き
台
所

 

掛  

稲 

か
け
い
ね

に
山
又
山
の
飛ひ
騨だ
路じ
か
な
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十
月
十
九
日
　
遠
藤
韮
城
東
道
。
昨
夜
は
飛
騨
下げ
呂ろ
温
泉
、

　
　
　
　
　
　
　
湯
の
島
旅
館
宿
泊
。
今
朝
高
山
に
行
く
。
角
正
に
て
精
進

　
　
　
　
　
　
　
料
理
。

　
　
　
　
　
　
　

げ
て
も
の
は
嫌きら
ひ
で
飛
騨
の
秋
は
好
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
九
日
　
げ
て
も
の
は 

白 

川 

郷 

し
ら
か
わ
ご
う
が
本
場
な
り
と
の

　
　
　
　
　
　
　
こ
と
、
げ
て
も
の
展
覧
会
場
あ
り
。
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今
の
世
も
月
明
あ
き
らか
に
百
年
忌

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
四
日
　 

池  

上 

い
け
が
み 

本 

門 

寺 

ほ
ん
も
ん
じ

。
三
世
中
村
歌
右
衛

　
　
　
　
　
　
　
門
建
碑
式
。
歌
右
衛
門
肖
像
画
に
賛
。

　
　
　
　
　
　
　

 

叡  

山 

え
い
ざ
ん

の
秋
深
か
り
し
思
ひ
出
で

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
一
日
　
往
年
横
川
よ
か
わ
中
堂
に
て
は
じ
め
て
渋
谷
慈
鎧
じ
が
い

　
　
　
　
　
　
　
に 

邂  

逅 

か
い
こ
う

。
今
は
京
の
真
如
堂
の
住
職
。
そ
の
還
暦
祝
に
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句
を
徴
さ
れ
て
。

　
　
　
　
　
　
　

手
を
た
ゝ
き
婢ひ
を
呼
び
づ
め
や
風か
邪ぜ
の
妻

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
九
日
　
大
崎
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

御
神
鬮

お
み
く
じ

の
凶
が
出
で
た
る
落
葉
降
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
一
日
　
木
の
芽
会
。
鬼
子
母
神

き
し
ぼ
じ
ん

境
内
。
吉
右
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衛
門
邸
に
て
披
講
。

　
　
　
　
　
　
　

人
に
恥は
ぢ
神
に
は
恥
ぢ
ず  

初    

詣  

は
つ
も
う
で

神
は
唯
臠
み
そ
な
わす
の
み
初
詣

推
し
量
る
神
慮
か
し
こ
し
初
詣

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
七
日
　
偶
成
。
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雪
の
暮
茶
の 

時  

頼 

と
き
よ
り

に
句
の
常
世
つ
ね
よ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
日
　
大
正
五
、
六
年
頃
か
、
鎌
倉
能
楽
堂
に
て

　
　
　
　
　
　
　
「 
鉢  

木 
は
ち
の
き

」
を
演
ぜ
し
時
川
越
守
男
ワ
キ
を
勤
め
く
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
り
。
其
後 

茶  

掛 

ち
ゃ
が
け

に
句
を
所
望
せ
ら
れ
た
る
に
書
き
た
る

　
　
　
　
　
　
　
句
を
打
ち
忘
れ
居
た
る
を
近
藤
い
ぬ
ゐ
先
頃
川
越
の
茶
会

　
　
　
　
　
　
　
に
招
か
れ
其
軸
を
示
さ
れ
た
る
を
覚
え
来
れ
り
と
て
教
へ

　
　
　
　
　
　
　
く
れ
た
る
も
の
。
川
越
は
久
田
家
の
茶
の
宗
匠
な
り
。
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焚
火
た
き
び
消
え
一
夜
の
宿
の
主
あ
る
じな
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
一
日
　
柚 

木 

湘 

水 

ゆ
き
し
ょ
う
す
い

追
悼
句
。
嘗かつ
て
湘
水
亭
に

　
　
　
　
　
　
　
一
泊
せ
し
こ
と
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　

枯
芭
蕉
棒
も
た
し
か
け
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
一
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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羽
子
板
を
咬くわ
へ
去
る
犬
別
荘
へ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
五
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
大
仏
境
内
、
南
浦
園
。
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昭
和
十
二
年
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日
ね
も
す
の 
風  
花 
か
ざ
は
な

淋
し
か
ら
ざ
る
や

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
新
潟
行
。
篠
田
旅
館
泊
。
み

　
　
　
　
　
　
　
づ
ほ
、
素
十
等
の
歓
迎
を
受
く
。

　
　
　
　
　
　
　

春
著
は
る
ぎ
の
妓こ
右
の
袂
た
も
とに
左
の
手
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一
月
四
日
　
二
百
二
十
日
会
。
き
ん
楽
。

　
　
　
　
　
　
　

七
草
に
更
に
嫁
菜
よ
め
な
を
加
へ
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
七
日
　
川
崎
利
吉
息
安
雄
結
婚
披
露
。

　
　
　
　
　
　
　

加カ
留ル
多タ
と
る
皆
美
し
く
負
け
ま
じ
く

 

双  

六 

す
ご
ろ
く

に
負
け
お
と
な
し
く
美
し
く
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一
月
八
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

太
陽
を 

礼  

讃 

ら
い
さ
ん

し
て
ぞ
日
向
ひ
な
た
ぼ
こ

 

倫  

敦 

ロ
ン
ド
ン

の
濃
霧
の
話
日
向
ぼ
こ

伊
太
利

イ
タ
リ
ア

の
太
陽
の
唄うた
日
向
ぼ
こ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
一
日
　
友
次
郎
と
共
に
鎌
倉
駅
に
て
電
車
を
待
つ
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間
偶
成
。

　
　
　
　
　
　
　

画
家
去
り
ぬ 
嫣  

然 
え
ん
ぜ
ん

と
し
て
梅
の
花

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
五
日
　
家
庭
俳
句
会
。
小
石
川
植
物
園
。

　
　
　
　
　
　
　

マ
ス
ク
し
て
我
と
汝
な
ん
じで
あ
り
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
三
日
　 

青  

邨 

せ
い
そ
ん

送
別
を
兼
ね
在
京
同
人
会
。
向む
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島   
こ
う
じ
ま

弘
福
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

羽
ひ
ら
き
た
る
ま
ゝ
流
れ  

寒    

鴉  

か
ん
が
ら
す

鳴
く
た
び
に
枝
踏
み
ゆ
る
ゝ
寒
鴉

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
五
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

化
粧
し
て
気
分
す
ぐ
れ
ず
春
の
風
邪
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一
月
二
十
八
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
ま
ゝ
に
君
紅
梅
の
下
に
立
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
三
十
一
日
　
深
沢
、
水
竹
居
邸
。
青
邨
送
別
会
。
実

　
　
　
　
　
　
　
花
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　

客
あ
り
て
梅
の
軒
端
の
き
ば
の
茶
の
煙
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二
月
七
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
相
州
下
曾
我
梅
林
。
加
来

　
　
　
　
　
　
　
金
升
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

御
霊
屋

お
た
ま
や

に 

枝 

垂 

梅 

し
だ
れ
う
め

あ
り
君
知
る
や

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
九
日
　
家
庭
俳
句
会
。
芝
公
園
蓮
池
。

　
　
　
　
　
　
　

か
り
そ
め
の
情
は
仇あだ
よ
春
寒
し
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二
月
二
十
一
日
　
発
行
所
例
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

雛ひな
の
顔
鼻
無
き
が
ご
と
つ
る
〳
〵
と

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
五
日
　
家
庭
俳
句
会
。
渋
谷
桜
ヶ
丘
、
遠
藤
韮
城
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

折
り
〳
〵
て
尚なお
花
多
き
宮
椿
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三
月
七
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
武
州
大
沢
梅
林
。

　
　
　
　
　
　
　

一
枚
の
葉
の
凛りん
と
し
て
挿
木
さ
し
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
八
日
　
大
崎
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

雨
晴
れ
て
お
ほ
ど
か
な
る
や
春
の
空

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
四
日
　
謡
句
会
。
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た
と
ふ
れ
ば
独こ
楽ま
の
は
ぢ
け
る
如
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
日
　
『
日
本
及
日
本
人
』
碧
梧
桐
追
悼
号
。
碧

　
　
　
　
　
　
　
梧
桐
と
は
よ
く
親
し
み
よ
く
争
ひ
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　

婢ひ
下
僕
げ
ぼ
く
走
り
出
迎
へ
花
の
荘

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
日
　
家
庭
俳
句
会
。
葉
山
、
平
、
畠
山
別
邸
。
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別
荘
を
出
て
別
荘
へ
花
の
坂

幹
太
く
大
い
な
る
か
な  

家    

桜  

い
え
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
八
日
　
七
宝
会
。
大
磯
、
高
木
別
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

花
の
如
く
月
の
如
く
に
も
て
な
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

66五百五十句



　
　
　
　
　
　
　
四
月
九
日
　
田
中
家
新
築
披
露
扇
の
句
。
女
将
に
代
り
て
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

畦あぜ
を
塗
る
鍬くわ
の
光
を
か
へ
し
つ
ゝ

畦
塗
る
や
首
を
か
し
げ
て
懇
ね
ん
ご
ろに

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
二
日
　
大
崎
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

さ
ま
／
″
＼
の
情
の
も
つ
れ
暮
の
春
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四
月
十
八
日
　
発
行
所
例
会
。

　
　
　
　
　
　
　

折
の
蓋ふた
取
れ
ば
圧お
さ
れ
て  

柏    

餅  

か
し
わ
も
ち

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
三
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
葉
山
、
水
竹
居
山
荘
。

　
　
　
　
　
　
　

 

熊  

蜂 

く
ま
ば
ち

の
う
な
り
飛
び
去
る
棒
の
ご
と
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四
月
二
十
六
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

馬あ
酔せ
木び
折
つ
て
髪
に
翳かざ
せ
ば
昔
め
き

重
の
内
暖
あ
た
た
かに
し
て
柏
餅

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
六
日
　
二
百
二
十
日
会
。
銀
座
六
丁
目
、
実
花
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

目
立
た
ぬ
や
同
じ
色
な
る  

更    

衣  

こ
ろ
も
が
え

69



　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
日
　
笹
鳴
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

麦
の
穂
の
出
揃
で
そ
ろ
ふ
頃
の
す
が
〳
〵
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
三
日
　
七
宝
会
。 

武 

蔵 

境 

む
さ
し
さ
か
い
、
望
田
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

鯖さば
の
旬
し
ゅ
ん即
ち
こ
れ
を
食
ひ
に
け
り
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五
月
十
四
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

此
宿
は
の
ぞ
く 
日  

輪 
に
ち
り
ん

さ
へ
も
黴か
び

え
に
し
だ
の
黄
色
は
雨
も
さ
ま
し
得
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
六
日
　
発
行
所
例
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ
み
来
る
浮
葉
う
き
は
の
波
の
た
え
ま
な
く
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五
月
二
十
一
日
　
家
庭
俳
句
会
。
水
竹
居
祝
賀
。
不
忍
池

　
　
　
　
　
　
　
畔
雨
月
荘
。

　
　
　
　
　
　
　

時とき
じ
く
ぞ
雨
は
降
り
け
る  
更    

衣  
こ
ろ
も
が
え

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
四
日
　
「
玉
藻
十
句
集
（
第
四
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

老
い
人
や
夏
木
見
上
げ
て
や
す
ら
か
に
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六
月
五
日
　
水
竹
居
祝
賀
会
。
築
地
、
き
ん
楽
。

　
　
　
　
　
　
　

藻
の
花
や
母
娘
お
や
こ
が
乗
り
し 

沼 

渡 

舟 

ぬ
ま
わ
た
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
六
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
我あ
孫び
子こ
、
谷
口
別
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

桑
の
実
や
父
を
従
へ
村
娘
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六
月
十
一
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

見
る
う
ち
に
薔ば
薇ら
た
わ
〳
〵
と
散
り
積
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
四
日
　
大
崎
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

急いそ
が
し
く
煽あお
ぐ
団
扇
う
ち
わ
の
紅
は
浮
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
七
日
　
白
草
居
自
祝
招
待
会
。
と
ん
ぼ
。
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昂  
然 

こ
う
ぜ
ん

と 
泰 

山 

木 
た
い
さ
ん
ぼ
く
の
花
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
九
日
　
白
草
居
退
職
祝
賀
会
。
日
比
谷
松
本
楼
。

　
　
　
　
　
　
　

玉
虫
の
光
を
引
き
て
飛
び
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
日
　
発
行
所
例
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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料
理
屑くず
流
れ
行
く
あ
り
船
料
理

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
四
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

三
等 

待  

合 

ま
ち
あ
い

昼
寝
の
男
起
き
上
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
三
日
　
家
庭
俳
句
会
。
東
京
駅
附
近
写
生
。
発
行
所

　
　
　
　
　
　
　
に
て
披
講
。
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親
竹
に
若
竹
添
へ
て
三
幹
竹

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
三
日
　
『
山
彦
』
五
周
年
記
念
句
会
。
三
信
ビ
ル
。

　
　
　
　
　
　
　

ユ
ー
カ
リ
を
仰
げ
ば
夏
の
日
幽かす
か

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
一
日
　
二
百
二
十
日
会
。
鎌
倉
、 

瑞 

泉 

寺 

ず
い
せ
ん
じ

。
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引
い
て
来き
し
夜
店
車
を
ま
だ
解
か
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
四
日
　
銀
座
探
勝
会
。
松
屋
裏
、
観
音
堂
。

　
　
　
　
　
　
　

這は
ひ
よ
れ
る
子
に
肌
脱
は
だ
ぬ
ぎ
の
乳
房
ち
ぶ
さ
あ
り

肌
ぬ
ぎ
し
如
く
衣
紋
え
も
ん
を
い
な
し
を
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
八
日
　
発
行
所
例
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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へ
こ
み
た
る
腹
に
臍へそ
あ
り 

水  

中 

み
ず
あ
た

り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
二
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

月
あ
れ
ば
夜よ
を
遊
び
け
る
世
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
四
日
　
夜
、
偶
成
。
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颱  

風 
た
い
ふ
う

の
名
残
な
ご
り
の 

驟  

雨 

し
ゅ
う
う

あ
ま
た
ゝ
び

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
六
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

 

大  

敷 

お
お
し
き

の
網
に
夏
海
大
う
ね
り

泳
ぎ
子
の
潮
た
れ
な
が
ら
物
捜さが
す

釣
堀
の
日
蔽
ひ
お
い
の
下
の
潮
青
し
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八
月
一
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。 

真  

鶴 

ま
な
づ
る

、
日
本
水
産
会
社

　
　
　
　
　
　
　
大
敷
網
。

　
　
　
　
　
　
　

避
暑
の
浜
稍やや
さ
び
れ
た
る
花
火
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
八
日
　
五
月
雨
会
。
水
神
八
百
松
。

　
　
　
　
　
　
　

夏
山
や
よ
く
雲
か
ゝ
り
よ
く
晴
る
ゝ
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八
月
二
十
五
日
　
箱
根
町
、
箱
根
ホ
テ
ル
。

　
　
　
　
　
　
　

 

松 

魚 

舟 

か
つ
お
ぶ
ね

子
供
上
り
の
漁
夫
も
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
五
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
芝
区
海
岸
通
リ
、
日
本
水

　
　
　
　
　
　
　
産
株
式
会
社
冷
凍
部
芝
浦
工
場
。

　
　
　
　
　
　
　

屋
根
裏
の
窓
の
女
や
秋
の
雨
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九
月
十
日
　
銀
座
探
勝
会
。 

木 

挽 

町 

こ
び
き
ち
ょ
う
三
丁
目
河
岸
、
朝

　
　
　
　
　
　
　
日
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

稲
妻
を
ふ
み
て
跣
足
は
だ
し
の
女
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
一
日
　
二
百
二
十
日
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

子
の
忌
日
き
じ
つ
妻
の
忌
日
も
戈ほこ
の
秋
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九
月
十
九
日
　 

大  

連 

だ
い
れ
ん

の
吉
田
弧
岳
、
亡
妻
三
周
年
の
忌

　
　
　
　
　
　
　
日
も
内
地
に
帰
れ
ず
事
変
の
為た
め
足
留
め
を
く
ひ
居
れ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
亡
長
男
の
七
周
年
忌
日
が
丁
度
子
規
忌
当
日
な
り
と
申
越

　
　
　
　
　
　
　
し
け
れ
ば
。

　
　
　
　
　
　
　

聳そび
え
た
る
お
西
お
東
月
の
屋
根

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
七
日
　
「
玉
藻
十
句
集
（
第
八
回
）
」
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此
谷
を
一
人
守
れ
る
案か
山が
子し
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
一
日
　
笹
鳴
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

力
な
く
毛け
見み
の
す
み
た
る
田
を
眺なが
め

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
一
日
　
大
崎
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

老
人
と
子
供
と
多
し
秋
祭
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十
月
十
五
日
　
家
庭
俳
句
会
。
氷
川
ひ
か
わ
神
社
、
あ
ふ
ひ
居
。

　
　
　
　
　
　
　

落
花
生
喰く
ひ
つ
ゝ
読
む
や
罪
と
罰

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
六
日
　
発
行
所
例
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

実
を
つ
け
て
か
な
し
き
程ほど
の
小
草
お
ぐ
さ
か
な
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十
月
二
十
七
日
　
「
玉
藻
十
句
集
（
第
九
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

目
つ
む
れ
ば
今
日
の
錦
に
し
きの
野
山
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
三
十
一
日
　
阪
神
線
甲
陽
園
播
半
。
ま
し
こ
招
宴
。

　
　
　
　
　
　
　

智
照
尼
は
昔
知
る
人 

薄 

紅 

葉 

う
す
も
み
じ

今
も
亦また 

一 

時 

雨 

ひ
と
し
ぐ
れ

あ
り
薄
紅
葉
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十
一
月
三
日
　
京
都
牧
野
滞
在
。
光
悦
寺
に
行
き
、
祇ぎ
王お

　
　
　
　
　
　
　
寺うじ
を
訪
ひ
嵐
山
に
遊
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　

月
の
子
は
か
ぐ
や
姫
に
は
あ
ら
ざ
り
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
八
日
　  
旭    

川  
き
ょ
く
せ
ん

よ
り
桜
坡
子
は
じ
め
て
男
子
を

　
　
　
　
　
　
　
得
し
と
の
こ
と
言
ひ
来
る
。
返
事
に
、
序
つ
い
であ
れ
ば
桜
坡
子

　
　
　
　
　
　
　
に
言
づ
て
よ
と
て
。
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秋
天
に
赤
き
筋
あ
る
如
く
な
り

秋
空
や
玉
の
如
く
に 

揺  

曳 

よ
う
え
い

す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
日
　
銀
座
探
勝
会
。
松
屋
裏
尼
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

静
さ
に
耐
へ
ず
し
て
降
る
落
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
四
日
　
臨
時
句
謡
会
。
あ
ふ
ひ
邸
。
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佇
た
た
ずめ
る
人
に
菊
花
の
う
つ
伏
せ
り

人
去
り
て
冷
た
き
石
に
倚よ
れ
る
菊

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
九
日
　
家
庭
俳
句
会
。
杣
男
そ
ま
お
山
荘
。

　
　
　
　
　
　
　

酔よ
ひ
た
は
れ
握
る
冷
た
き
老
の
手
よ
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身
の
上
に
法
冷
ひ
や
やか
に
来
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
二
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

一
足
の
石
の
高
き
に
登
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
四
日
　
二
百
二
十
日
会
。
鎌
倉
山
、
千
穂
山

　
　
　
　
　
　
　
荘
。
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柴  

漬 
ふ
し
づ
け

の
悲
し
き
小
魚
こ
う
お
ば
か
り
か
な

雑
炊
や
後 
生 

大 

事 
ご
し
ょ
う
だ
い
じ

と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
五
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

枯
る
ゝ
庭
も
の
の
草
紙
そ
う
し
に
あ
る
が
ご
と

黒
き
し
み
つ
と
あ
り
五
郎
兵
衛
柿

ご
ろ
べ
え
が
き

と
か
や
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此
庭
も
夫
唱
婦
随
の
枯
る
ゝ
ま
ゝ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
三
十
日
　
風
生
居
招
宴
。

　
　
　
　
　
　
　

鼻
の
上
に
落
葉
を
の
せ
て
緋
鯉
ひ
ご
い
浮
く

落
葉
敷
く
荒
波
を
敷
く
如
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
日
　
家
庭
俳
句
会
。
植
物
園
写
生
、
椎
花
邸
招

　
　
　
　
　
　
　
宴
。
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牛
立
ち
て
二
三
歩
あ
る
く
短
き
日

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
五
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
横
浜
在
子
安
こ
や
す
、
子
安
農

　
　
　
　
　
　
　
園
。

　
　
　
　
　
　
　

鉄
板
を
踏
め
ば
叫
ぶ
や
冬
の
溝みぞ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
八
日
　
銀
座
探
勝
会
。
松
屋
裏
、
尼
寺
。
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砲
火
そ
ゝ
ぐ 

南  

京 

ナ
ン
キ
ン

城
は
炉
の
如
し

か
ゝ
る
夜よ
も
将
士
の
征
衣
霜
深
し

寒
紅
梅 

馥  

郁 

ふ
く
い
く

と
し
て
招
魂
社

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
九
日
　
東
京
朝
日
新
聞
社
よ
り
南
京
陥
落
の
句
を

　
　
　
　
　
　
　
徴
さ
れ
て
。

　
　
　
　
　
　
　

95



女
を
見
連つ
れ
の
男
を
見
て
師
走
し
わ
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
一
日
　
二
百
二
十
日
会
。
松
坂
屋
写
生
、
実
花

　
　
　
　
　
　
　
居
。

　
　
　
　
　
　
　

我
生
や
今
日
の
短
き
日
も
惜
し
ゝ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
三
日
　
夜
。
大
崎
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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首
巻
も
せ
よ
祝
つ
て
も
貰もら
ふ
べ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
五
日
　
風
早
浦
の
人
還
暦
祝
の
句
を
認
し
た
たむ
と
て
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

話
の
せ
て
車
ま
つ
し
ぐ
ら
暮
の
町

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
七
日
　
家
庭
俳
句
会
。
あ
ふ
ひ
邸
。
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か
る
／
″
＼
と
上
る
目め
出で
度た
し
餅
の
杵きね

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
八
日
　
発
行
所
例
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

冬
日
ふ
ゆ
ひ
柔
や
わ
らか
冬
木
柔
か
何いず
れ
ぞ
や

冬
木
中
生
徒
の
列
の
現
れ
来く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
二
日
　
『
立
子
句
集
』
出
版
記
念
会
。
上
野

　
　
　
　
　
　
　
公
園
梅
川
。
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寒
雨
降
り
そ
ゝ
げ
る
中
の 

枝 

垂 

梅 

し
だ
れ
う
め

冬
麗うら
ら
花
は
無
け
れ
ど
枝
垂
梅

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
四
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。  

要    

山  

か
な
め
や
ま

、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

行  

年 

ゆ
く
と
し

や
歴
史
の
中
に
今
我われ
あ
り
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十
二
月
二
十
五
日
　
句
謡
会
。
向
島
百
花
園
、
千
歳
。

　
　
　
　
　
　
　

100五百五十句



　
昭
和
十
三
年
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初
句
会
浮
世
話
を
す
る
よ
り
も

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
一
日
　
旭
川
、
年
尾
、
友
次
郎
と
共
に
初
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

粛
々
と
群
聚
は
す
ゝ
む  

初    

詣  

は
つ
も
う
で

  

清    

浄  

し
ょ
う
じ
ょ
う
の
空
や
一
羽
の  

寒    

鴉  

か
ん
が
ら
す
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一
月
二
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
明
治
神
宮
初
詣
。
日
本
青

　
　
　
　
　
　
　
年
館
。

　
　
　
　
　
　
　

褄つま
と
り
て
独ひと
り
静
し
ず
かに
羽は
子ね
を
つ
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
三
日
　
向
島
弘
福
寺
。
旭
川
、
秋
琴
女
歓
迎
。

　
　
　
　
　
　
　

焚
火
た
き
び
か
な
し
消
え
ん
と
す
れ
ば
育
て
ら
れ
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追
羽
子

お
い
ば
ね

の
い
づ
れ
も 

上  

手 

じ
ょ
う
ず

姉
妹

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
七
日
　
家
庭
俳
句
会
。
百
花
園
、
千
歳
。

　
　
　
　
　
　
　

せ
は
し
な
く
暮
れ
行
く
老
の
短
き
日

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
八
日
　
二
百
二
十
日
会
。
木
挽
町
、
田
中
家
。
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爛  

々 
ら
ん
ら
ん

と
暁あけ
の
明
星 

浮 

寝 

鳥 

う
き
ね
ど
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
日
　
夜
。
大
崎
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

 

水  

餅 

み
ず
も
ち

の
壺つぼ
の
蓋ふた
と
る
窓
明
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
四
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

 

寒  

肥 

か
ん
ご
え

を
皆
や
り
に
け
り
梅
桜
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春    
水  

し
ゅ
ん
す
い

や
子
を
抛ほう
る
真ま
似ね
し
て
は
止や
め

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
一
日
　
家
庭
俳
句
会
。
日
比
谷
公
園
。

　
　
　
　
　
　
　

人
形
の
前
に
崩くず
れ
ぬ 

寒 
牡 
丹 

か
ん
ぼ
た
ん

何
事
の
頼
み
な
け
れ
ど
春
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
四
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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床とこ
の
花
已すで
に
古
び
や
松
の
内

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
七
日
　
「
玉
藻
十
句
集
（
第
十
二
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

畦あぜ
一
つ
飛
び
越
え
羽は
搏う
つ
寒
鴉

 

凍  

鶴 

い
て
づ
る

の
首
を
伸のば
し
て
丈たけ
高
き
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一
月
二
十
七
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

焚
火
し
て
く
れ
る
情
な
さ
けに
当
り
も
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
三
十
日
　
句
謡
会
。
百
花
園
、
千
歳
。

　
　
　
　
　
　
　

旗
の
ご
と
な
び
く
冬
日
を
ふ
と
見
た
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
四
日
　
家
庭
俳
句
会
。
小
石
川
植
物
園
。
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小
ざ
つ
ぱ
り
し
た
る
身
な
り
や  

針    

納  

は
り
お
さ
め

町
娘
笑え
み
か
は
し
行
く
針
供
養

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
七
日
　
二
百
二
十
日
会
。
白
山
招
宴
。
銀
茶
寮
。

　
　
　
　
　
　
　

病
に
も
色
あ
ら
ば
黄
や
春
の
風
邪
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二
月
十
二
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

猫
柳
又
現
は
れ
し 

漁  

翁 
ぎ
ょ
お
う

か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
四
日
　
笹
鳴
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

  

春    

宵  

し
ゅ
ん
し
ょ
う
を
あ
だ
に
過
ぎ
な
ば
悔くい
あ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
五
日
　
奈
王
招
宴
。
新
橋 

灘  

万 
な
だ
ま
ん

。
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猫
柳
ほ
ゝ
け
し
上
に
か
ゝ
れ
る
日

う
し
ほ
今
和
布
め

を
東
ひ
ん
が
しに
流
し
を
り

潮
の
中
和
布
を
刈
る
鎌
の
行
く
が
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
九
日
　
発
行
所
例
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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提    

灯  
ち
ょ
う
ち
ん

の
照
ら
せ
る
空
や
夜
の
梅

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
日
　
鳴
雪
十
三
回
忌
を
修
す
。
丸
之
内
倶
楽
部

　
　
　
　
　
　
　
日
本
間
。

　
　
　
　
　
　
　

橋
に
立
て
ば
春
水
我
に
向
つ
て
来

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
六
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
和
田
堀
、
明
治
大
学
、
本

　
　
　
　
　
　
　
願
寺
墓
地
等
。
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煎い
つ
て
ゐ
る
雛ひな
の
あ
ら
れ
の
花
咲
き
つ

遠
ざ
け
て
引
寄
せ
も
す
る 

春 

火 

桶 

は
る
ひ
お
け

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
七
日
　
二
百
二
十
日
会
。
銀
座
五
丁
目
東
仲
通
、
菊

　
　
　
　
　
　
　
の
家
。

　
　
　
　
　
　
　

 

啓  

蟄 

け
い
ち
つ

や
日
は
ふ
り
そ
ゝ
ぐ
矢
の
如
く
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三
月
十
一
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

桜
貝
波
に
も
の
い
ひ
拾
ひ
居
る

 

朧  

夜 

お
ぼ
ろ
よ

や
男
女
行
き
か
ひ
〳
〵
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
四
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

竹
林
に
黄
な
る
春
日
は
る
ひ
を
仰
ぎ
け
り
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藁
屋
根
に
春
空
青
く
そ
ひ
下
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
五
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
名
越
な
ご
え
、
立
正
安
国
論
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

鬱  

々 

う
つ
う
つ

と
花
暗
く
人
病
み
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
三
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。 

神  

代 

じ
ん
だ
い

村
、 

深 

大 

寺 

じ
ん
だ
い
じ

。
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彼か
の
女
春
日
は
る
ひ
ま
ぶ
し
く
瞬
ま
た
たけ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
四
日
　
二
百
二
十
日
会
。
深
沢
、
水
竹
居
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

  

肴    

屑  

さ
か
な
く
ず

俎
ま
な
い
たに
あ
り
花
の
宿

語
り
伝
へ
謡
ひ
伝
へ
て 

梅 

若 
忌 

う
め
わ
か
き

忌
日
き
じ
つ
あ
り
碑
あ
り
梅
若
物
語
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四
月
十
一
日
　
大
崎
会
。
富
士
見
町
、
三
輪
女
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

 

垣  

外 

か
き
そ
と

の
暮
春
の
道
の
小
さ
ゝ
よ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
一
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
山
の
内
、
浄
智
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

遠
足
の
野
路
の
子
供
の
列
途と
切ぎ
れ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
五
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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手
を
上
げ
て
別
る
ゝ
時
の
春
の
月

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
八
日
　
「
玉
藻
十
句
集
（
第
十
五
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

杉
落
葉
し
て
境
内
の
広
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
八
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

118五百五十句



  
春    
闌  

は
る
た
け
な
わ
暑
し
と
い
ふ
は
勿
体
な
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
一
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
小
石
川
後
楽
園
、 

涵 

徳 

か
ん
と
く

　
　
　
　
　
　
　
亭 てい
。

　
　
　
　
　
　
　

分
け
行
け
ば
躑
躅
つ
つ
じ
の
花
粉
袖そで
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
六
日
　
家
庭
俳
句
会
。 

駒  

込 

こ
ま
ご
め

、 

六 

義 

園 

り
く
ぎ
え
ん

。
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夏 
暖 
簾 

な
つ
の
れ
ん

垂
れ
て
静
し
ず
かに  

紋    

所  

も
ん
ど
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
三
日
　
銀
座
探
勝
会
。
松
屋
七
階
貴
賓
室
。

　
　
　
　
　
　
　

バ
ス
の
棚たな
の
夏
帽
の
よ
く
落おち
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
七
日
　
佐
渡
に
一
遊
。
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校
服
の  

少    

女  

し
ょ
う
じ
ょ

汗
く
さ
く 

活  

溌 

か
っ
ぱ
つ

に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
三
日
　
家
庭
俳
句
会
。
日
比
谷
公
園
。

　
　
　
　
　
　
　

鵜う
の
森
の
あ
は
れ
に
も
亦また
騒
が
し
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
五
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
千
葉
在
大
巌
寺
、
鵜
の
森
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

新
し
き
蚊か
帳や
板
の
ご
と
釣
ら
れ
け
り
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六
月
十
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

梅
雨
傘
を
さ
げ
て
丸
ビ
ル
通
り
抜
け

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
七
日
　
家
庭
俳
句
会
。
丸
ビ
ル
写
生
。

　
　
　
　
　
　
　

欄
干
に 

江  

山 

こ
う
ざ
ん

低
し
蚤のみ
ふ
る
ふ
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六
月
十
八
日
　
発
行
所
例
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

休
ん
だ
り
休
ま
な
ん
だ
り
梅
雨
工
事

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
日
　
田
中
家
招
宴
。

　
　
　
　
　
　
　

 

我  

思 

わ
が
お
も

ふ
ま
ゝ
に 

孑  

孑 

ぼ
う
ふ
ら

う
き
沈
み

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
三
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。
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箱
庭
の
月
日
あ
り
世
の
月
日
な
し

己おの
が
羽はね
の
抜
け
し
を
啣くわ
へ 

羽 

抜 

鳥 

は
ぬ
け
ど
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
四
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
深
沢
村
、
寺
分
、
陣
出

　
　
　
　
　
　
　
園
温
泉
宿
。

　
　
　
　
　
　
　

聞
え
ざ
る
涼
み
芝
居
を
唯ただ
見
を
り
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七
月
四
日
　
二
百
二
十
日
会
。
浅
草
仲
見
世
、
万
屋
。
女

　
　
　
　
　
　
　
剣
劇
大
江
美
智
子
一
座
。

　
　
　
　
　
　
　

 

桃 

葉 

湯 

と
う
よ
う
と
う
丁
稚
で
っ
ち
つ
れ
た
る 
御 

寮 

人 
ご
り
ょ
う
に
ん

滴
し
た
たり
の
岩
屋
の
仏
花
奉
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
八
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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句
拾
ふ
や
芒
す
す
きさ
ゝ
や
き
露
語
る

蕋しべ
の
朱
が
花
弁
に
し
み
て 

孔 

雀 

草 

く
じ
ゃ
く
そ
う

虻あぶ
と
蝶
向
合
ひ
す
が
る 
九 
階 

草 
く
が
い
そ
う

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
九
日
　
句
謡
会
。
百
花
園
、
千
歳
。

　
　
　
　
　
　
　

 

雑  

沓 

ざ
っ
と
う

の
中
に
草
市
立
つ
ら
し
き
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七
月
十
二
日
　
銀
座
探
勝
会
。
東
海
堂
屋
上
、
朝
顔
を
見

　
　
　
　
　
　
　
る
。
つ
い
で
東
海
堂
主
人
の
本
宅
に
招
ぜ
ら
る
。

　
　
　
　
　
　
　

泣
き
じ
や
く
り
し
て
髪
洗
ふ
娘
か
な

喜
び
に
つ
け
憂う
き
に
つ
け
髪
洗
ふ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
五
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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端
居
は
し
い
し
て
垣
の
外
面
と
の
も
の
世
を
見
居
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
七
日
　
「
玉
藻
十
句
集
（
第
十
八
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

晩
涼
や
謡
の
会
も
番
す
ゝ
み

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
一
日
　
あ
る
じ
慰
問
、
句
謡
会
。
本
田
あ
ふ
ひ

　
　
　
　
　
　
　
邸
。
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破やぶ
れ
傘がさ
さ
し
て
遊
ぶ
子
秋
の
雨

病
人
に
野
分
の
わ
き
の
夜
を
守
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
一
日
　
家
庭
俳
句
会
。
あ
ふ
ひ
居
。

　
　
　
　
　
　
　

棟
並な
め
て
早
稲
田
大
学
秋
の
空

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
七
日
　
七
宝
会
。
小
石
川
高
田
豊
川
町
、
田
原
久
吉
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邸
。

　
　
　
　
　
　
　

友
を
葬
る
老
の
残
暑
の
汗
を
見
る

面おも
や
つ
れ
し
て
か
つ
〳
〵
と
夜
食
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
九
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

夜よ
半わ
に
起
き
娘こ
が
宿
を
訪と
ふ
野
分
か
な
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九
月
十
二
日
　
笹
鳴
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

紫し
蘇そ
の
実
を
鋏
は
さ
みの
鈴
の
鳴
り
て
摘
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
六
日
　
家
庭
俳
句
会
。
あ
ふ
ひ
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

  

砧    

盤  

き
ぬ
た
ば
ん

あ
り 

差  

出 

さ
し
い
だ

す
灯
の
下
に
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山
河
こ
ゝ
に
集
あ
つ
まり
来きた
り
下
り
簗やな

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
二
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
風
や
心
の
中
の
幾
山
河

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
九
日
　
「
玉
藻
十
句
集
（
第
二
十
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

一
面
に
月
の
江
口
え
ぐ
ち
の
舞
台
か
な
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目ま
の
あ
た
り
月
の
遊
女
の
船
遊
び

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。  

宝    

生  

ほ
う
し
ょ
う

能
楽
堂
に
野
口

　
　
　
　
　
　
　 
兼  

資 
か
ね
す
け

の
「
江
口
」
を
観
る
。

　
　
　
　
　
　
　

も
の
置
け
ば
そ
こ
に
生
れ
ぬ
秋
の
蔭

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
三
日
　
二
百
二
十
日
会
。
木
挽
町
、
田
中
家
。
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何  
某 

な
に
が
し

に
扮ふん
し
て
月
に
歩
き
を
り

須
す
べ
か
らく
月
の
一
句
の
主
あ
る
じた
れ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
八
日
　
観
月
句
会
。
大
船
、
松
竹
撮
影
所
。

　
　
　
　
　
　
　

嗜たし
ま
ね
ど
温
あ
た
ため
酒
は
よ
き
名
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
日
　
夜
。
大
崎
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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夕  
闇 

ゆ
う
や
み

の
蘆
荻
ろ
て
き
音
な
く
舟
著つ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
五
日
　
発
行
所
例
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

 

肌  

寒 

は
だ
さ
む

も
残のこ
る
寒
さ
も
身
一
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
日
　
一
行
の
中
に
年
尾
も
加
は
り
、
高
松 

栗  

り
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
林 ん
公
園
内
、 

掬  

月 

き
く
げ
つ

亭
俳
句
会
。
此
夜
高
松
古
新
町
か
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し
く
泊
。
善
通
寺
に
正
一
郎
伍
長
を
訪
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　

歴
史
悲
し
聞
い
て
は
忘
る
老
の
秋

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
一
日
　
屋
島
に
遊
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　

病
床
の
人
訪
ふ
た
び
に
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
五
日
　
家
庭
俳
句
会
。
あ
ふ
ひ
居
。
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並
び
陥お
つ 
広  

東 
カ
ン
ト
ン

武
漢
ぶ
か
ん
秋
二
つ

悦
よ
ろ
こび
に
戦
お
の
のく
老
の
温ぬく
め
酒

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
五
日
　
東
京
朝
日
新
聞
よ
り
需もと
め
ら
る
ゝ
ま
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
に
武
漢
陥
落
を
祝
す
句
の
う
ち
。

　
　
　
　
　
　
　

真
東
に
向
は
し
め
た
る
像
の
秋
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こ
れ
よ
り
や
時
雨
し
ぐ
れ
落
葉
と
忙
が
し
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
三
日
　
武
蔵
調
布
上
布ふ
田だ
三
〇
四
、
新
田
霞
霧
園

　
　
　
　
　
　
　
隣
地
、
虚
子
胸
像
除
幕
式
。

　
　
　
　
　
　
　

つ
や
ゝ
か
な
竹
の 

床  

几 

し
ょ
う
ぎ

を
菊
に
置
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
六
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
小
金
井

こ
が
ね
い

、
大
正
園
。
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我われ
静
し
ず
かな
れ
ば 

蜻  

蛉 

と
ん
ぼ
う

来
て
と
ま
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
七
日
　
二
百
二
十
日
会
。
清
水
谷
公
園
、
皆
香
園
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

凍    

蝶  

い
て
ち
ょ
う

の
眉まゆ
高
々
と
あ
は
れ
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
四
日
　
笹
鳴
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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手  

拭 
て
ぬ
ぐ
い

に
う
ち
払
ひ
つ
ゝ
夕
時
雨

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
六
日
　
「
玉
藻
十
句
集
（
第
二
十
二
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

焚
火
た
き
び
そ
だ
て
な
が
ら
心
は
人
を
追
ふ

右め
手て
は
勇
左
手
ゆ
ん
で
は
仁
や  

懐    
手  

ふ
と
こ
ろ
で

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
八
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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大
枯
木
己
が
落
葉
を
慕
ひ
立
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
三
十
日
　
比
古
、
立
子
、 

汀  

女 

て
い
じ
ょ

、
香
雲
と
共
に

　
　
　
　
　
　
　
小
石
川
植
物
園
。

　
　
　
　
　
　
　

焚
火
そ
だ
て
ゐ
た
り
し
が
立
ち
歩
み
去
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
日
　
家
庭
俳
句
会
。
あ
ふ
ひ
邸
。
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枯
萩
の
立
ち
よ
れ
ば
粗
に
遠
の
け
ば

掃
き
し
あ
と
落
葉
を
急
ぐ
大
樹
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
四
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
。
小
石
川
植
物
園
。
共
同

　
　
　
　
　
　
　
印
刷
会
社
三
階
会
議
室
。

　
　
　
　
　
　
　

う
ら
む
気
は
更
に
あ
ら
ず
よ
冷
た
き
手
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十
二
月
九
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

 

草  

庵 

そ
う
あ
ん

に  
温    
石  
お
ん
じ
ゃ
く

の
暖
唯ただ
一
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
日
　
句
謡
会
。
あ
ふ
ひ
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

老おい
は
も
の
の
何
か
忙
が
し
短
き
日

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
二
日
　
笹
鳴
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。
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白
眼
に
互
に
日
向
ひ
な
た
ぼ
こ
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
二
日
　
夜
。
大
崎
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

 

襟  

巻 

え
り
ま
き

に
深
く
埋うず
も
れ 

帰 

去 
来 

か
え
ん
な
ん

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
八
日
　
和
歌
山
市
外
三
田
和
田
、 

竈  

山 

か
ま
や
ま

神
社

　
　
　
　
　
　
　
献
句
式
帰
路
車
中
。
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山  
端 

や
ま
ば
な

は
寒
し
素
逝
そ
せ
い
を
顧
み
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
九
日
　
京
都
山
端
平
八
に
行
く
。
素
逝
、
王
城
、

　
　
　
　
　
　
　
比
古
、
年
尾
、
紫
尹
と
共
に
。

　
　
　
　
　
　
　

 

背 

布 

団 

せ
な
ぶ
と
ん

狆ちん
に
著き
せ
紐ひも
長
く
持
ち

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
日
　  

京    
饌  

き
ょ
う
せ
ん

寮
。
王
城
、
比
古
、
三
千
女
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と
共
に
。

　
　
　
　
　
　
　

  

金    

屏  

き
ん
び
ょ
う

に
と
も
し
火
の
濃
き
と
こ
ろ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
一
日
　
「
玉
藻
十
句
集
（
第
二
十
三
回
）
」
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昭
和
十
四
年

147



  

初    

詣  

は
つ
も
う
で

神
慮
は
測
り
難
け
れ
ど

願ね
ぎ
事ごと
は
も
と
よ
り
一
つ
初
詣

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
一
日
　
明
治
神
宮
初
詣
。

　
　
　
　
　
　
　

雲
乱
れ
霰
あ
ら
れ忽
た
ち
まち
降
り
来
り
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一
月
八
日
　
武
蔵
野
探
勝
会
百
回
記
念
。
鎌
倉
鶴
ヶ
岡
八

　
　
　
　
　
　
　
幡
宮
初
詣
。
海
浜
院
。

　
　
　
　
　
　
　

龍
の
玉たま
深
く
蔵ぞう
す
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
九
日
　
笹
鳴
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

 

大  

寒 

だ
い
か
ん

に
ま
け
じ
と
老
の
起
居
た
ち
い
か
な
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一
月
十
三
日
　
草
樹
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

悴
か
じ
かめ
る
手
は
憎
し
み
に
震
へ
を
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
六
日
　
二
百
二
十
日
会
。
京
橋
、
灘
万
。
蓬
矢
招

　
　
　
　
　
　
　
宴
。

　
　
　
　
　
　
　

花
の
ご
と
流
る
ゝ
海の
苔り
を
す
く
ひ
網
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一
月
十
九
日
　
物
芽
会
。
品
川
、
洲
崎
館
。

　
　
　
　
　
　
　

其
中
に  

境    
垣  

さ
か
い
が
き

あ
り
冬
木
立

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
日
　
家
庭
俳
句
会
。
あ
ふ
ひ
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

  

女  

礼  

者  

お
ん
な
れ
い
じ
ゃ

ら
し
く
古
風
に
つ
ゝ
ま
し
く
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一
月
二
十
三
日
　
玉
藻
句
会
。
丸
ビ
ル
集
会
室
。

　
　
　
　
　
　
　

 

藪  

入 

や
ぶ
い
り

や
母
に
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
五
日
　
「
玉
藻
十
句
集
（
第
二
十
四
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

石
は
う
る
人
を
さ
げ
す
み  

寒    

鴉  

か
ん
が
ら
す

紅
梅
の
旧
正
月
の
門
辺
か
ど
べ
か
な
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一
月
二
十
六
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

寒
き
故ゆえ
我
等
四
五
人
な
つ
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
三
十
日
　
京
都
南
禅
寺
瓢
亭
。
い
は
ほ
招
宴
。
い
は

　
　
　
　
　
　
　
ほ
、
静
子
、
王
城
、
野
風
呂
、
雨
城
、
の
ぶ
ほ
、
千
代
子
、

　
　
　
　
　
　
　
比
古
。
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暮
れ
て
行
く
枯
木
も
加
茂
の 

御  

社 

み
や
し
ろ

も

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
三
十
一
日
　 

下  

鴨 

し
も
が
も

、
糺
た
だ
すの
森もり
。
木
屋
町
大
千
賀
。

　
　
　
　
　
　
　
王
城
等
鹿
笛
同
人
招
宴
。
年
尾
と
共
に
。

　
　
　
　
　
　
　

取
り
乱
し
人
に
逢あ
は
ざ
る
風
邪
寝
か
な

か
ぼ
そ
く
も
打
臥
う
ち
ふ
し
お
は
す
風
邪
寝
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
六
日
　
二
百
二
十
日
会
。
白
山
招
宴
。
銀
茶
寮
。
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冴さ
え
か
へ
る
そ
れ
も
覚
悟
の
こ
と
な
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
日
　
草
樹
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

春
の
波
小
さ
き
石
に
一
寸
ち
ょ
と
躍おど
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
二
日
　
日
本
探
勝
会
第
一
回
。  

蒲    

郡  

が
ま
ご
お
り

、
常
磐

　
　
　
　
　
　
　
館
に
て
。
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茶
房
さ
ぼ
う
暗
し  
春    

灯  
し
ゅ
ん
と
う

は
皆
隠
し
あ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
四
日
　
銀
座
探
勝
会
。
西
銀
座
、
レ
デ
ー
・
タ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
ン
。

　
　
　
　
　
　
　

  

春    

水  

し
ゅ
ん
す
い

を
た
ゝ
け
ば
い
た
く
窪くぼ
む
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
六
日
　
物
芽
会
。
清
水
谷
公
園
、
皆
香
園
。
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つ
い
て
来
る
人
を
感
じ
て
長
閑
の
ど
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
七
日
　
家
庭
俳
句
会
。
本
田
あ
ふ
ひ
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

雪
の
果はて
こ
れ
よ
り
野
山
大
い
に
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
八
日
　
発
行
所
例
会
。
丸
ビ
ル
四
階
、
水
産
倶
楽

　
　
　
　
　
　
　
部
。
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春
水
に
歩
み
よ
り
頭ず
を
お
さ
へ
た
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
四
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
鶴
ヶ
岡
八
幡
社
務
所
。

　
　
　
　
　
　
　

紅
梅
の
京
を
離
れ
て
住
む
は
厭い
や

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
五
日
　
「
玉
藻
十
句
集
（
第
二
十
五
回
）
」
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春    
雲  
し
ゅ
ん
う
ん

は
棚
曳
た
な
び
き
機
婦
は
織
り
止や
め
ず

そ
こ
を
行
く
春
の
雲
あ
り
手
を
上
げ
ぬ

  

緑    

竹  

り
ょ
く
ち
く

の
下
や
そ
ゞ
ろ
に
青
む
草

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
四
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

花
ま
ば
ら 

小 

笹 

原 

お
ざ
さ
は
ら

な
る
風
の
梅
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三
月
五
日
　
日
本
探
勝
会
。
伊
豆
大
仁

い
ず
お
お
ひ
と
、
大
仁
温
泉
ホ
テ

　
　
　
　
　
　
　
ル
。
韮
城
会
主
。

　
　
　
　
　
　
　

た
と
ふ
れ
ば
す
み
田
の
春
の
ゆ
き
し
ご
と

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
九
日
　  
蚊    

杖  
ぶ
ん
じ
ょ
う

を
通
じ
、
老
年
に
て
身
ま
か
り
た

　
　
　
　
　
　
　
る
名
女
将
と
い
は
れ
し  

柳    

橋  
や
な
ぎ
ば
し

林
家
女
将
追
福
の
通
袱ふ

　
　
　
　
　
　
　
紗くさ
に
句
を
乞こ
は
れ
て
。
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物
の
芽
に
ふ
り
そ
ゝ
ぐ
日
を
う
ち
仰
ぎ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
四
日
　
夜
。
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

運
命
は
笑
ひ
待
ち
を
り
卒
業
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
八
日
　
発
行
所
例
会
。
丸
ビ
ル
四
階
、
水
産
倶
楽

　
　
　
　
　
　
　
部
。
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春  
寒 

は
る
さ
む

も
い
つ
ま
で
つ
ゞ
く
梅
椿

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
二
日
　
偶
成
。

　
　
　
　
　
　
　

土
手
の
上
に
顔
出
し
話
す
草
を
摘
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
三
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。
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春    

草  
し
ゅ
ん
そ
う

の
こ
の
道
何
か
な
つ
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
四
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
明
月
院
。

　
　
　
　
　
　
　

初
蝶
を
夢
の
如
く
に
見
失
ふ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
二
十
九
日
　
玉
藻
花
鳥
会
。
小
石
川
植
物
園
。

　
　
　
　
　
　
　

く
も
り
た
る
古
鏡
の
如
し  

朧    

月  

お
ぼ
ろ
づ
き
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四
月
四
日
　
一
江
招
宴
。
日
本
橋
、
浜
田
家
。

　
　
　
　
　
　
　

黄
い
ろ
な
る
真
赤
な
る
こ
の
木ぼ
瓜け
の
雨

細
き
幹
伝
ひ
流
る
ゝ
木
瓜
の
雨

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
六
日
　
二
百
二
十
日
会
。
鎌
倉
浄
智
寺
、
灘
万
別
荘
。

　
　
　
　
　
　
　
お
は
ん
東
道
。
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立
上
り
而
し
こ
うし
て
歩
む
春
惜
し
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
四
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
丸
ビ
ル
四
階
水
産
倶
楽

　
　
　
　
　
　
　
部
。

　
　
　
　
　
　
　

草
餅
を
つ
ま
み 

江  

山 

こ
う
ざ
ん

遥
は
る
かな
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
六
日
　
「
玉
藻
十
句
集
（
第
二
十
七
回
）
」
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黒  
虻 

く
ろ
あ
ぶ

の
尻しり
の
黄
色
が
逆
立
さ
か
だ
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
六
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

昔
こ
ゝ
六
浦
む
つ
ら
と
よ
ば
れ 

汐 
干 
狩 

し
お
ひ
が
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
七
日
　
日
本
探
勝
会
。
武
州 

金  

沢 

か
な
ざ
わ

、
金
沢
園
。
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道
々
の
余よ
花か
を
眺なが
め
て
み
ち
の
く
へ

余よ
花か
に
逢あ
ふ
再
び
逢
ひ
し
人
の
ご
と

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
三
日
　
仙
台
俳
句
会
兼
題
を
お
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　

か
は
ほ
り
や
窓
の
女
を
か
す
め
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
六
日
　
青
邨
帰
朝
歓
迎
会
。
向
島
弘
福
寺
。
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麦
飯
も
よ
し 

稗  

飯 

ひ
え
め
し

も
辞
退
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
七
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

面
つ
ゝ
む
津
軽
つ
が
る
を
と
め
や 
花 
林 

檎 
は
な
り
ん
ご

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
五
日
　
風
生
等
と
共
に
仙
台
俳
句
会
に
臨
み
、

　
　
　
　
　
　
　
小
樽
お
た
る
に
高
木
一
家
を
訪
ひ
、
帰
路
大
鰐
に
手
古
奈
に
会
す
。

　
　
　
　
　
　
　
加
賀
助
旅
館
。
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代  
馬 

し
ろ
う
ま

は
大
き
く
津
軽
富
士
小
さ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
六
日
　
猿
賀
村
、
猿
賀
神
社
吟
行
。

　
　
　
　
　
　
　

み
ち
の
く
の
旅
に
覚
え
し
薄
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
六
日
　 

大  
館 

お
お
だ
て

を
経
て
湯
瀬
温
泉
に
至
る
。
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夏
の
月
か
ゝ
り
て
色
も
ね
ず
が
関

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
七
日
　
湯
瀬
出
発
、 

尾 

去 

沢 

お
さ
り
ざ
わ

鉱
山
一
見
、
花

　
　
　
　
　
　
　
輪
に
出
で
、
瀬
波
温
泉
に
向
ふ
。
瀬
波
温
泉
に
て
、
み
づ

　
　
　
　
　
　
　
ほ
、
素
十
等
に
会
す
。

　
　
　
　
　
　
　

浜
茄
子

は
ま
な
す

の
丘
を
後あと
に
し
旅
つ
ゞ
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
八
日
　
村
上
在
、
瀬
波
温
泉
、
三
島
家
旅
館
。
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葡 

萄 
榾 

ぶ
ど
う
ほ
だ

ち
よ
ろ
〳
〵
燃
え
て
夏
炉
か
な

煙
管
き
せ
る
に
火
つ
け
て
夏
炉
に
か
し
こ
ま
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
八
日
　
亀
田
、
綾
華
居
。

　
　
　
　
　
　
　

相
語
り
池
の
浮
葉
も
う
な
づ
き
ぬ
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五
月
三
十
一
日
　 

紅  

緑 

こ
う
ろ
く

上
京
。
肋
骨
、
鼠
骨
そ
こ
つ
と
四
人
、

　
　
　
　
　
　
　 

不  

忍 

し
の
ば
ず

、
笑
福
亭
に
会
す
。

　
　
　
　
　
　
　

任
重
く
心
軽
し
や  
更    

衣  
こ
ろ
も
が
え

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
日
　
吉
田
週
歩
の
満
洲
に
行
く
を
送
る
。

　
　
　
　
　
　
　

梅
雨
晴
間

つ
ゆ
は
れ
ま

打
水
し
あ
る
門
を
入
る
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六
月
八
日
　
七
宝
会
。
近
藤
い
ぬ
ゐ
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

供く
華げ
の
た
め
畦あぜ
に  

芍    

薬  

し
ゃ
く
や
く

つ
く
る
と
か

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
日
　
昨
夜
、
夜
汽
車
に
て
上
野
を
発
す
。
朝
六
時

　
　
　
　
　
　
　
八
分
三
日
市
著
。
直
ち
に
黒
部
鉄
道
に
て
宇
奈
月
に
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　
延
対
寺
泊
り
。
蓬
矢
知
事
東
道
。

　
　
　
　
　
　
　

岩
の
上
の
大
夏
木
の
根
八
方
に
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夏
山
や
ト
ロ
に
命
を
托
し
つ
ゝ

雪
渓
の
下
に
た
ぎ
れ
る
黒
部
川

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
一
日
　
黒
部
峡
探
勝
。

　
　
　
　
　
　
　

汝なれ
に
や
る
十
二
単
衣
ひ
と
え
と
い
ふ
草
を

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
一
日
　
黒
部
峡
探
勝
。
つ
き
来
り
し
宿
の
婢
に
。
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虫
螻
蛄

む
し
け
ら

と
侮
ら
れ
つ
ゝ
生
を
享う
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
六
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

遠
目
に
は
あ
は
れ
と
も
見
つ
栗
の
花

梅つ
雨ゆ
と
い
ふ
暗
き
頁
ペ
ー
ジの
暦
か
な

　
　
　
　
　
　
　

175



　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
七
日
　
発
行
所
例
会
。
丸
ビ
ル
四
階
、
水
産
倶
楽

　
　
　
　
　
　
　
部
。

　
　
　
　
　
　
　

夏
風
邪
は
な
か
〳
〵
老
に
重
か
り
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
一
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

祖おや
を
守も
り
俳
諧
を
守
り 

守 

武 

忌 

も
り
た
け
き
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七
月
六
日
　
朝
日
新
聞
の
需もと
め
に
よ
り
。
開
戦
記
念
日
を

　
　
　
　
　
　
　
迎
ふ
る
句
の
う
ち
。

　
　
　
　
　
　
　

船
揺
れ
て
瓶
花
へ
い
か
傾
く
涼
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
二
日
　
日
本
探
勝
会
。
鎌
倉
丸
乗
船
。
有
馬
あ
り
ま
行
。

　
　
　
　
　
　
　
午
後
零
時
三
十
分
出
帆
。

　
　
　
　
　
　
　

崖がけ
ぞ
ひ
の
暗
き
小こ
部べ
屋や
が
涼
し
く
て
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七
月
二
十
三
日
　
有
馬
温
泉
、
兵
衛
旅
館
。

　
　
　
　
　
　
　

此
上
は
比
叡
ひ
え
い
の
座ざ
主す
の
秋
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
四
日
　
渋
谷
慈
鎧
じ
が
い
真
如
堂
よ
り 

毘 

沙 

門 

び
し
ゃ
も
ん

堂 

門  

も
ん
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
跡 き
に
栄
転
せ
ら
れ
し
を
祝
す
。

　
　
　
　
　
　
　

打
水
を
よ
ろ
め
き
よ
け
て  

病    

犬  

や
ま
い
い
ぬ
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九
月
二
日
（
二
百
十
日
）
　
句
謡
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

松
の
月
暗
し
〳
〵
と  

轡    

虫  
く
つ
わ
む
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
八
日
　
草
樹
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
風
や
う
か
と
し
て
ゐ
し
一
大
事
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九
月
十
二
日
　
二
百
二
十
日
会
。
清
水
谷
、
皆
香
園
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
風
は
芙
蓉
ふ
よ
う
の
花
に
や
ゝ
あ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
三
日
　
七
宝
会
。
市
公
園
と
な
り
し
百
花
園
。

　
　
　
　
　
　
　

見
苦
し
や
残
る
暑
さ
の
久
し
き
は

三
日
月
の
に
ほ
や
か
に
し
て
情
な
さ
けあ
り
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九
月
十
五
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
特
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

 

老  

松 

お
い
ま
つ

の
己
お
の
れの
露
を
浴
び
て
濡ぬ
れ

老
松
に
露
の
命
の
人
往
来
ゆ
き
き

老
松
の
た
ゞ
知
る
昔
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
二
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
戸
塚
在
、
旧
東
海
道
松
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並
木
、
老
松
茶
屋
。

　
　
　
　
　
　
　

母
を
呼
ぶ
娘こ
や
高
原
の
秋
澄
み
て

山
の
日
は
暑
し
と
い
へ
ど
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
四
日
　 
蓼  

科 
た
て
し
な

高
原
。

　
　
　
　
　
　
　

山
々
の
男
振
り
見
よ
甲か
斐い
の
秋
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九
月
二
十
四
日
　
蓼
科
高
原
よ
り
の
帰
路
。

　
　
　
　
　
　
　

か
き
濁
し
〳
〵
し
て
澄
め
る
水

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
六
日
　
「
玉
藻
十
句
集
（
第
三
十
二
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

月
も
亦また
と
ゞ
む
る
す
べ
も
無
か
り
け
り
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大
空
を
見
廻
し
て
月
孤
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
六
日
　
観
月
句
会
。
深
沢
、
三
越
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

黄
な
蝶
の
つ
う
い
と
飛
べ
ば
目め
路じ
も
黄
に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
七
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

 

風 

知 

草 

ふ
う
ち
そ
う

女
主
あ
る
じの
居い
間ま
な
ら
ん
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十
月
十
日
　
二
百
二
十
日
会
。
赤
坂
新
坂
、
吉
田
旅
館
。

　
　
　
　
　
　
　

た
か
あ
し
の
膳ぜん
に
菓
子
盛
り 

紅 

葉 

寺 

も
み
じ
で
ら

坂
少
し
下
り
て  

中    

堂  

ち
ゅ
う
ど
う

薄
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
五
日
　
日
本
探
勝
会
。
比
叡
山
本
坊
貴
賓
室
に
て
。
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秋
雨
や
刻
々
暮
る
ゝ
琵び
琶わ
の
湖うみ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
六
日
　
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
に
て
。
木
槿
も
く
げ
会
。

　
　
　
　
　
　
　

鳰にお
が
ゐ
て
鳰
の
海
と
は
昔
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
七
日
　
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
滞
在
。

　
　
　
　
　
　
　

淋
し
さ
の
故
に
清
水
に
名
を
も
つ
け
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十
月
十
七
日
　
幻
住
庵
句
会
。
大
津
ホ
ト
ト
ギ
ス
会
主
催
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

思
ひ
佗わ
び
此
夜
寒
し
と
寝
ま
り
け
り

夜
寒
さ
を
佗
び
て
は
な
ひ
る
許ばか
り
な
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
三
日
　
「
玉
藻
十
句
集
（
第
三
十
三
回
）
」
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野
を
浅
く
わ
た
り
し
裾すそ
に
草
じ
ら
み

老
ぬ
れ
ば
あ
た
ゝ
め
酒
も
猪
口
一
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
三
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
日
本
間
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

秋
風
や
と
あ
る
女
の
或あ
る
運
命
さ
だ
め

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
四
日
　
銀
座
探
勝
会
。
松
屋
裏
、 

煉 

瓦 

亭 

れ
ん
が
て
い

。

　
　
　
　
　
　
　

188五百五十句



 
朝  
鵙 
あ
さ
も
ず

に
掃
除
夕
鵙
に
掃
除
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
六
日
　
物
芽
会
。
上
野
、
梅
川
亭
。

　
　
　
　
　
　
　

歴
史
悲
し
人
の
訃ふ
悲
し
秋
の
雨

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
六
日
　
『 
鶏 

頭 

陣 
け
い
と
う
じ
ん
』
に
菊
山
当た
年ね
男お
の
寿
貞

　
　
　
　
　
　
　
尼
の
話
を
読
み
て
悲
し
。
王
城
の
訃
到
る
亦
悲
し
。
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水
際
み
ぎ
わ
な
る
蘆あし
の
一
葉
も
紅
葉
せ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
七
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
百
二
十
回
。
片
瀬
河
畔

　
　
　
　
　
　
　  
逍    

遥  
し
ょ
う
よ
う

。
ま
さ
を
居
。

　
　
　
　
　
　
　

君
と
共
に  

四  

十  

年  

よ
ん
じ
ゅ
う
ね
ん

の
秋
を
見
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
日
　
王
城
追
悼
。
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よ
き
衣きぬ
に
よ
ろ
こ
び
つ
け
る  

草    

虱  

く
さ
じ
ら
み

行
く
人
を
待
ち
て
と
び
つ
く
草
虱

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
六
日
　
玉
藻
吟
行
会
。
鎌
倉
松
ヶ
丘
、
東
慶
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

明
治
節
大
帝
日
和
び
よ
り
か
し
こ
し
や

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
日
　
草
樹
会
。
一
ツ
橋
、
学
士
会
館
。
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柴  

漬 

ふ
し
づ
け

に
ま
こ
と
消け
ぬ
べ
き
小
魚
こ
う
お
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
三
日
　
笹
鳴
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
日
本
間
。

　
　
　
　
　
　
　

雨
の
柚ゆ
子ず
と
る
と
て
妹いも
の
姉
か
ぶ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
四
日
　
玉
藻
例
会
。
日
本
橋
、
高
島
屋
。
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麦  
蒔 
む
ぎ
ま
き

や
い
つ
ま
で
休
む
老
一
人

し
ま
ひ
ま
で
見
ず
に  

廻    

状  

か
い
じ
ょ
う

年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
七
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
特
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

 

屏 

風 

屋 

び
ょ
う
ぶ
や

の
上あが
り
框
か
ま
ちに
老
の
客

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
二
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。
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日
と
月
を
か
ゝ
げ
目め
出で
度た
し
明あけ
の
春

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
五
日
　
偶
成
。

　
　
　
　
　
　
　

 

手 

毬 

唄 

て
ま
り
う
た

か
な
し
き
こ
と
を
う
つ
く
し
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
一
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。
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う
か
〳
〵
と
咲
き
出
で
し
こ
の
帰
り
花

後
ろ
に
も
う
つ
れ
る
人
や  

初    

鏡  

は
つ
か
が
み

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

老
し
づ
か
な
る
は
二
日
も
同
じ
こ
と

梳す
き
ぞ
め
や
眦
ま
な
じ
りを
つ
と
引
き
ゆ
が
め
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十
二
月
六
日
　
玉
藻
吟
行
会
。
高
島
屋
特
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

一
壺
い
っ
こ
あ
り
破は
魔ま
矢や
を
さ
す
に
と
こ
ろ
を
得

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
七
日
　
二
百
二
十
日
会
。
田
中
家
、 

漾  

人 

よ
う
じ
ん

主
催
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

見
送
り
し
仕
事
の
山
や
年
の
暮
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十
二
月
十
四
日
　
七
宝
会
。
芝
、
紅
葉
館
。
水
竹
居
主
催
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

枯
草
に
尚なお
さ
ま
／
″
＼
の
姿
あ
り

高
々
と
枯
れ
了おお
せ
た
る
芒
す
す
きか
な

も
の
皆
の
枯
る
ゝ
見
に
来
よ
百
花
園

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
六
日
　
家
庭
俳
句
会
。
韮
城
・
椎
花
古
稀
祝
。

　
　
　
　
　
　
　
百
花
園
、
千
歳
。
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そ
こ
に
あ
る
あ
り
あ
ふ
も
の
を  

頬    

被  

ほ
お
か
む
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
九
日
　
銀
座
探
勝
会
。
西
銀
座
六
丁
目
、
滝
山

　
　
　
　
　
　
　
ビ
ル
、
餅
喜
汁
粉
屋
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
後
の
一
百
年
や
国
の
春

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
九
日
　
紀
元
二
千
六
百
年
。
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砂
よ
け
の
垣
あ
り
冬
木
皆
か
し
ぎ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
二
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
海
浜
院
。

　
　
　
　
　
　
　

向
き
〳
〵
に
羽は
子ね
つ
い
て
ゐ
る
広
場
か
な

羽
子
板

は
ご
い
た

を
口
に
あ
て
つ
ゝ
人
を
呼
ぶ
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十
二
月
二
十
三
日
　
日
本
橋
中
洲
、
福
井
筒
。
吉
村
太
一

　
　
　
　
　
　
　
主
催
。

　
　
　
　
　
　
　

親
心
静
に
落
葉
見
て
を
り
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
某
日
　
深
川
正
一
郎
曹
長
を
通
じ
て
、
傷
兵
達
に
俳
句
を

　
　
　
　
　
　
　
奨
励
す
る
善
通
寺
陸
軍
病
院
長
坪
倉
大
佐
へ
。

　
　
　
　
　
　
　

霜
の
楯たて
月
の
剣
つ
る
ぎに
句
を
守
る
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十
二
月
二
十
七
日
　
小
田
黒
潮
中
佐
歓
迎
会
。
丸
之
内
倶

　
　
　
　
　
　
　
楽
部
日
本
間
。

　
　
　
　
　
　
　

  

冬    

籠  

ふ
ゆ
ご
も
り

書
斎
の
天
地
狭
か
ら
ず

 

炭  

斗 

す
み
と
り

や
個
中
の
天
地
自
お
の
ず
から

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
八
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
忘
年
会
。
京

　
　
　
　
　
　
　
橋
、
万
安
。
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湯  

婆 

ゆ
た
ん
ぽ

の
一
温
何
に
た
と
ふ
べ
き

一
日
も
お
ろ
そ
か
な
ら
ず
古
暦

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
九
日
　
玉
藻
忘
年
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

  

大    

扉  

お
お
と
び
ら

今
し
ま
り
け
り 

除 

夜 

詣 

じ
ょ
や
も
う
で
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十
二
月
三
十
一
日
　
除
夜
詣
。
浅
草
観
音
。
江
の
島
料
理

　
　
　
　
　
　
　
の
だ
や
。
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昭
和
十
五
年
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初
乗
や
由ゆ
井い
の
渚
な
ぎ
さを
駒こま
並な
め
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　

厳
お
ご
そか
に
注し
連め
の
内
て
ふ
言
葉
あ
り

 

凍  

土 

い
て
つ
ち

に
つ
ま
づ
き
が
ち
の
老
の
冬
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羽
子
板
を
犬
咥くわ
へ
来
し
芝
生
し
ば
ふ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
八
日
　
笹
鳴
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
日
本
間
。

　
　
　
　
　
　
　

 

大  

寒 

だ
い
か
ん

の
埃
ほ
こ
りの
如
く
人
死
ぬ
る

大
寒
や
見
舞
に
行
け
ば
死
ん
で
を
り

悴
か
じ
かめ
る
手
上
げ
て
人
を
打
た
ん
と
す
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悴
め
る
手
上
げ
て
見
て
垂た
ら
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
九
日
　
さ
み
だ
れ
会
。
日
本
橋
倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

福
寿
草
遺
産
と
い
ふ
は
蔵
書
の
み

松
過
ぎ
の
又
も
光
陰
矢
の
如
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
高
島
屋
特
別
室
。
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万  
才 

ま
ん
ざ
い

の
佇
た
た
ずみ
見
る
は
紙
芝
居

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
一
日
　
七
宝
会
。
近
藤
い
ぬ
ゐ
邸
。

　
　
　
　
　
　
　

寒
と
い
ふ
字
に 

金  

石 

き
ん
せ
き

の
響
ひ
び
きあ
り

大
寒
と
い
ふ
と
い
へ
ど
も
す
め
ら
み
く
に
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寒
真
中
ま
な
か
高
々
と
し
て
産あ
れ
し
声

悴
か
じ
かめ
る
手
に
さ
し
上
げ
ぬ
火
酒
の
杯

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
二
日
　
草
樹
会
。
学
士
会
館
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
ろ
び
た
る
娘こ
よ
り
転ころ
が
る
手
毬
て
ま
り
か
な

万
才
の
う
し
ろ
姿
も 

恵 

方 

道 

え
ほ
う
み
ち
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な
り
ふ
り
も
か
ま
は
ず
な
り
て
著
膨
き
ぶ
く
れ
て

雑
踏
や
街まち
の
柳
は
枯
れ
た
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
三
日
　
二
百
二
十
日
会
。
銀
茶
寮
。

　
　
　
　
　
　
　

照
り
曇
り
心
の
ま
ゝ
の
冬
日
和

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
五
日
　
玉
藻
吟
行
会
。
麹
町
永
田
町
、
真
下
宅
。
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布
団
干
し
な
が
ら 

苫  

船 

と
ま
ぶ
ね

出
る
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
七
日
　
物
芽
会
。
品
川
、
洲
崎
館
。

　
　
　
　
　
　
　

福
引
に
一
国
を
引
当
て
ん
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
八
日
　
家
庭
俳
句
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
日
本
間
。
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春
場
所
の
其その
横
綱
の
男
ぶ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
九
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

日
に
つ
い
で
め
ぐ
れ
る
月
や
水
仙
花

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
三
日
　
「
玉
藻
十
句
集
（
第
三
十
六
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

避
寒
し
て
世
を
逃のが
る
ゝ
に
似
た
る
か
な
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一
月
二
十
五
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

水
仙
に
春
待
つ
心
定
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
六
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
海
浜
院
。

　
　
　
　
　
　
　

鎌
倉
に 

実 

朝 

忌 

さ
ね
と
も
き

あ
り
美
し
き
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寿
福
寺
は
お
く
つ
き
ど
こ
ろ
実
朝
忌

実
朝
忌
由ゆ
井い
の 

浪  

音 

な
み
お
と

今
も
高
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
三
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

又
こ
ゝ
に
猫
の
恋
路
と
き
ゝ
な
が
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
九
日
　
草
樹
会
。
一
ツ
橋
、
学
士
会
館
。

　
　
　
　
　
　
　

215



桜
餅
女
の
会
は
つ
ゝ
ま
し
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
日
　
二
百
二
十
日
会
。
麹
町
永
田
町
二
丁
目
、
真

　
　
　
　
　
　
　
下
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

子
を
抱
い
て
老
い
た
る
蜑あま
や
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
二
日
　
笹
鳴
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
日
本
間
。
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も
の
ゝ
芽
や
仕
事
は
常
に
運
び
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
十
六
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

尼
寺
に
小
句
会
あ
り 

鳴 
雪 
忌 

め
い
せ
つ
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
日
　
銀
座
探
勝
会
。
松
屋
裏
、
尼
寺
。
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桜
餅
籠かご
無
造
作
に
新
し
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
一
日
　
物
芽
会
。
銀
座
八
丁
目
、
キ
ユ
ー
ペ
ル
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

お
ほ
ど
か
に
日
を
遮
さ
え
ぎり
ぬ
春
の
雲

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
三
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
た
か
し
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

  

春    

雪  

し
ゅ
ん
せ
つ

の 

繽  

紛 

ひ
ん
ぷ
ん

と
し
て
舞
ふ
を
見
よ
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三
月
一
日
　
家
庭
俳
句
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
日
本
間
。

　
　
　
　
　
　
　

語
り
つ
ゝ
歩
々
紅
梅
に
歩
み
寄
る

紅
梅
を
折
り
て
挿はさ
め
ば
ね
び
ま
さ
る

  

春    

宵  

し
ゅ
ん
し
ょ
う
の
此
一
刻
を
惜
む
べ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
九
日
　
二
百
二
十
日
会
。
木
挽
町
、
田
中
家
。
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窓
の
灯
の
消
え
て
綾あや
な
し
春
の
泥どろ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三
月
十
四
日
　
「
玉
藻
五
句
集
（
第
三
十
八
回
）
」

　
　
　
　
　
　
　

主
あ
る
じな
き
家
な
が
ら
垣かき
繕
つ
く
ろへ
り

繕
ひ
し
垣
根
め
ぐ
ら
し
隠
れ
栖す
む
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三
月
十
五
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

蝶
も
と
び
ふ
る
さ
と
人
も
た
も
と
ほ
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
三
日
　
玉
藻
例
会
。
高
島
屋
特
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

花
の
宿
な
ら
ざ
る
は
な
き
都
か
な

病
む
子
あ
り
花
に
も
一
家
楽
し
ま
ず
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四
月
五
日
　
家
庭
俳
句
会
。
あ
ふ
ひ
女
史
追
悼
。
芝
公
園
、

　
　
　
　
　
　
　
花
岳
院
。

　
　
　
　
　
　
　

榾
火
ほ
だ
び
焚た
き
呉く
る
ゝ
女
は
か
は
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
七
日
　
夢
中
に
得
た
る
句
。

　
　
　
　
　
　
　

春
眠
の
一
句
は
ぐ
く
み
つ
ゝ
あ
り
ぬ
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春
眠
を
起
す
す
べ
な
く
見
ま
も
れ
り

春
眠
や 

靉  
靆 

あ
い
た
い

と
し
て
白
き
も
の

春
眠
の
一
ゑ
ま
ひ
し
て
美
し
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
八
日
　
笹
鳴
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

花
散
る
や
鈍
な
鴉
か
ら
すの
翅はね
あ
た
り
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四
月
十
一
日
　
七
宝
会
。
芝
公
園
、
池
の
端
茶
店
。

　
　
　
　
　
　
　

や
ゝ
暑
く
八
重
の
桜
の
日
蔭
よ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
七
日
　
物
芽
会
。
紀
尾
井
町
、
皆
香
園
。

　
　
　
　
　
　
　

廻
ら
ぬ
は
魂
ぬ
け
し
風
車
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四
月
十
八
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

ぼ
う
た
ん
に
葭
簀
よ
し
ず
の
雨
は
あ
ら
け
な
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
一
日
　
日
本
探
勝
会
。
横
浜
三
渓
園
。
待
春
軒

　
　
　
　
　
　
　
に
小
憩
、
観
月
庵
に
て
句
会
。 

聚 

楽 

邸 

じ
ゅ
ら
く
て
い
北
殿
の
一
部
臨

　
　
　
　
　
　
　
春
閣
を
見
る
。

　
　
　
　
　
　
　

夏
山
の
谷
を
ふ
さ
ぎ
し
寺
の
屋
根
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四
月
二
十
六
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
海
蔵
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

妹いも
が
宿
春
の 

驟  
雨 

し
ゅ
う
う

に
立
ち
出
づ
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
七
日
　
二
百
二
十
日
会
。
築
地
三
ノ
六
、
築
地

　
　
　
　
　
　
　
会
館 

武  

原 

た
け
は
ら

は
ん
方
。

　
　
　
　
　
　
　

牡
丹
花

ぼ
た
ん
か

の
雨
な
や
ま
し
く
晴
れ
ん
と
す
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涼
し
さ
は
下
品
げ
ぼ
ん 

下  

生 

げ
し
ょ
う

の
仏
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
三
日
　
家
庭
俳
句
会
。 

九 

品 

仏 

く
ほ
ん
ぶ
つ

浄
真
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

ゆ
く
春
の
書
に
対
す
れ
ば
古
人
あ
り

風
吹
い
て
暮
春
の
蝶
の
あ
わ
た
ゞ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
四
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。
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浜
砂
に
儚
は
か
なき
夢
の
小
草
お
ぐ
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
五
日
　
日
本
探
勝
会
。
小
田
原
、
斎
藤
香
村
居
。

　
　
　
　
　
　
　

  

古    

袷  

ふ
る
あ
わ
せ

著き
て 

軽  

暖 

け
い
だ
ん

に
を
り
に
け
り

 

喧  

騒 

け
ん
そ
う

の
蛙
か
わ
ずの
声
の
中
に
読
む
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五
月
八
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
高
島
屋
三
階
特
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

  

柏    

餅  

か
し
わ
も
ち

家
系
賤いや
し
と
い
ふ
に
非あら
ず

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
九
日
　
七
宝
会
。 

杉  

並 

す
ぎ
な
み

大
宮
八
幡
遊
園
地
茶
店
。

　
　
　
　
　
　
　

牡
丹
花

ぼ
た
ん
か

の
面
影
の
こ
し
崩くず
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
九
日
　  

楠
目
橙
黄
子  

く
す
め
と
う
こ
う
し

を
悼いた
む
。
（
五
月
八
日
午
後
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三
時
三
十
分
逝
去
）
。

　
　
　
　
　
　
　

山
里
や
軒
の 
菖  
蒲 
し
ょ
う
ぶ

に
雲
ゆ
き
ゝ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
日
　
草
樹
会
。
一
ツ
橋
、
学
士
会
館
。

　
　
　
　
　
　
　

軽
暖
や
坐ざ
臥が
進
退
も
意
の
ま
ゝ
に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
六
日
　
深
川
正
一
郎
歓
迎
句
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
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日
本
間
。

　
　
　
　
　
　
　

買
喰
か
い
ぐ
ひ
を
し
て
来
よ
と
子
に  

祭    

銭  

ま
つ
り
ぜ
に

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
七
日
　
物
芽
会
。 

吾 

妻 

橋 

あ
づ
ま
ば
し

倶
楽
部
。

　
　
　
　
　
　
　

背
の
順
に
坐
り
並
び
ぬ 

糸 

取 

女 

い
と
と
り
め

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
七
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。
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風
折
々
汀
み
ぎ
わの
あ
や
め
吹
き
撓たわ
め

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
四
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
材
木
座
光
明
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

頭
に
て
突
き
上
げ
覗のぞ
く 

夏 

暖 
簾 

な
つ
の
れ
ん

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
五
月
三
十
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。
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一
院
の
静
し
ず
かな
る
か
な  

杜    

若  

か
き
つ
ば
た

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
五
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
高
島
屋
三
階
特
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

鯉
の
水
涼
し
く
動
き
ど
う
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
九
日
　
日
本
探
勝
会
。
板
橋
区
、 

豊 

島 

園 

と
し
ま
え
ん

。

　
　
　
　
　
　
　

233



営
々
と
蠅はえ
を
捕と
り
を
り 

蠅 

捕 

器 

は
え
と
り
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
四
日
　
草
樹
会
。
一
ツ
橋
、
学
士
会
館
。

　
　
　
　
　
　
　

 

羽 

抜 

鳥 

は
ぬ
け
ど
り

卒
然
と
し
て
駈か
け
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
七
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

松
の
雨
つ
い
〳
〵
と
吸
ひ 

蟻 

地 

獄 

あ
り
じ
ご
く
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六
月
二
十
九
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
藤
沢 

遊 

行 

寺 

ゆ
ぎ
ょ
う
じ

。

　
　
　
　
　
　
　

父
老
健
に
喜き
雨う
又
到いた
る
安
ん
ぜ
よ

喜
雨
到
る
後
顧
こ
う
こ
の
憂
う
れ
い更
に
無
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
六
月
三
十
日
　
大
阪
放
送
局
よ
り
戦
線
の
将
士
に
贈
る
俳

　
　
　
　
　
　
　
句
と
い
ふ
を
徴
さ
れ
て
。
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大
木
の
幹
に
纏まと
ひ
て
夏
の
影

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
七
月
七
日
　
東
子
房
・
小
蔦
結
婚
披
露
俳
句
会
。
愛
宕
山
、

　
　
　
　
　
　
　
嵯
峨
野
。

　
　
　
　
　
　
　

雷
雲
に
巻
か
れ
来きた
り
し
小
鳥
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
三
日
　
富
士 

山  
麓 

さ
ん
ろ
く

山
中
湖
畔
草
廬
そ
う
ろ
。
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秋
風
の
俄
に
わ
かに
荒
し
山
の
庵いお

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
七
日
　
富
士
山
麓
山
中
湖
畔
草
廬
。

　
　
　
　
　
　
　

門
前
の
坂
に
名
附
け
ん
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
八
日
　
富
士
山
麓
山
中
湖
畔
草
廬
。
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朔  

北 
さ
く
ほ
く

の
秋
風
に
意
を
強
う
す
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
六
日
　
哈
爾
浜

ハ
ル
ビ
ン

俳
句
大
会
に
寄
す
。

　
　
　
　
　
　
　

旅
の
秋
寝ね
間ま
著き
に
な
り
て
又
ま
と
ゐ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
八
月
十
七
日
　
句
謡
会
。
元
箱
根
、
松
坂
屋
。

　
　
　
　
　
　
　

霧
の
中
小
鳥
頻しき
り
に
渡
り
け
り
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吾われ
も
亦また
紅
く
れ
な
いな
り
と
つ
い
と
出い
で

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
四
日
　
玉
藻
例
会
。
高
島
屋
特
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

徳
川
の
三
百
年
の
夏
木
あ
り

世
智
辛

せ
ち
が
ら

き 

浮 

世 

咄 

う
き
よ
ば
な
し
や 

門  

涼 

か
ど
す
ず

み

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
六
日
　
家
庭
俳
句
会
。
上
野
、
梅
川
亭
。
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秋  

雨 

あ
き
さ
め

や
ほ
そ
／
″
＼
な
が
ら
続
く
会

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
七
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
風
や
相
黙
し
た
る
汝な
れ
と
吾わ
れ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
九
日
　
笹
鳴
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。
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衰
へ
し
野
分
の
わ
き
に
鴉
か
ら
す一
羽
飛
び

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
十
八
日
　
物
芽
会
。
百
花
園
。

　
　
　
　
　
　
　

我
命
つ
ゞ
く
限
り
の
夜
長
よ
な
が
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
日
　
「
玉
藻
五
句
集
（
第
四
十
四
回
）
」
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な
つ
か
し
や
花
野
に
生お
ふ
る
一
つ
松

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
特
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
風
や
相
逢
は
ざ
る
も
亦
よ
ろ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
四
日
　
藤
崎
完
よ
り
漢
詩
一
篇
を
贈
り
来
り
し

　
　
　
　
　
　
　
に
返
す
。
山
中
湖
畔
草
廬
。
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名
を
へ
く
そ
か
づ
ら
と
ぞ
い
ふ
花
盛
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
九
日
　
日
本
探
勝
会
。
上
野
、
寛
永
寺
。

　
　
　
　
　
　
　

爪
立
つ
ま
だ
て
を
し
て
手
を
上
げ
て
秋
高
し

高
原
に
立
ち
は
だ
か
り
て
秋
高
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
八
日
　
二
百
二
十
日
会
。
木
挽
町
、
灘
万
。
奈
王
招

　
　
　
　
　
　
　
待
。
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秋
風
に
吹
か
れ
白
ら
め
る
面
お
も
てか
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
九
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
高
島
屋
特
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

荷
船
に
も
釣
る
人
あ
り
て
鯊はぜ
の
潮

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
一
日
　
草
樹
会
。
一
ツ
橋
、
学
士
会
館
。
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芋
の
葉
の
い
や
〳
〵
合
点
々
々

が
て
ん
が
て
ん
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
二
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

刈
ら
る
ゝ
を
待
つ 

枯  

萩 

か
れ
は
ぎ

の
風
情
ふ
ぜ
い
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
四
日
　
笹
鳴
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
特
別
室
。
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大
杉
に
隠
れ
て
御
堂
み
ど
う
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
十
九
日
　
京
都
鷹
ヶ
峰
光
悦
寺
、
王
城
句
碑
除
幕
式
。

　
　
　
　
　
　
　
万
竹
堂
に
て
句
会
。
妻
子
を
伴
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
の
海
荒
る
ゝ
と
い
ふ
も
少
し
ば
か
り

拝
謁
や
菊
花
の
階
を 

恐  

懼 

き
ょ
う
く

し
て

拝
謁
を
賜
り
け
れ
ば
菊
の
花
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御
船
み
ふ
ね
今
静
し
ず
かに
進
む
夜
長
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
四
日
　
別
府
亀
の
井
を
出
て
乗
船
。
船
中
。

　
　
　
　
　
　
　

秋
風
や
心
激
し
て
口
吃ども
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
月
三
十
一
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。
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秋
晴
や
心
ゆ
る
め
ば
曇
る
べ
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
一
日
　
家
庭
俳
句
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

吾わ
も
老
い
ぬ
汝なれ
も
老
い
け
り 

大 

根 

馬 

だ
い
こ
う
ま

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
八
日
　
玉
藻
俳
句
会
。
渋
谷 

道 

玄 

坂 

ど
う
げ
ん
ざ
か
上
、
二
葉
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

 

初 

時 

雨 

は
つ
し
ぐ
れ

あ
る
べ
き
空
を
見
上
げ
つ
ゝ
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十
一
月
八
日
　
草
樹
会
。
一
ツ
橋
、
学
士
会
館
。

　
　
　
　
　
　
　

  

金    

屏  

き
ん
び
ょ
う

に 

高 
御 
座 

た
か
み
く
ら

あ
り  

出    

御  

し
ゅ
つ
ぎ
ょ

ま
だ

  

出    

御  

し
ゅ
つ
ぎ
ょ

今いま
二
千
六
百
年
天
高
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
日
　
紀
元
二
千
六
百
年
式
典
に
参
列
。

　
　
　
　
　
　
　

249



老
い
朽
ち
て
子
供
の
友
や
大
根
馬

嘶
い
な
なき
て
よ
き
機
嫌
き
げ
ん
な
り
大
根
馬

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
二
日
　
二
百
二
十
日
会
。
銀
座
六
丁
目
、
実
花

　
　
　
　
　
　
　
宅
。

　
　
　
　
　
　
　

大
石
に
這は
ひ
寄
り
か
ゝ
る
小
菊
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
四
日
　
七
宝
会
。  
向    

島  
む
こ
う
じ
ま

、
百
花
園
。

250五百五十句



　
　
　
　
　
　
　

冬
ぬ
く
し
老
の
心
も
華はな
や
ぎ
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
六
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

供
へ
置
き
し
柿
た
う
べ
ば
や
と
思
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
九
日
　
銀
座
探
勝
会
。
松
屋
裏
、
尼
寺
。
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籠かご
負
ひ
て
焚
火
た
き
び
煙
に
現
れ
来

立
ち
昇のぼ
る 
茶  
碗 
ち
ゃ
わ
ん

の
湯ゆ
気げ
の 

紅 

葉 

晴 

も
み
じ
ば
れ

よ
ろ
〳
〵
と
棹さお
が
の
ぼ
り
て
柿
挟はさ
む

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
二
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
た
か
し
庵
。

　
　
　
　
　
　
　

墨
の
線
一
つ
走
り
て
冬
の
空
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雲
な
き
に
時
雨
し
ぐ
れ
を
落
す
空
が
好
き

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
八
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。

　
　
　
　
　
　
　

立
ち
昇
る
炊
煙
の
上
に
帰
り
花

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
十
八
日
　
「
玉
藻
五
句
集
（
第
四
十
六
回
）
」
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お
で
ん
や
を
立
ち
出
で
し
よ
り
低
唱
す

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
六
日
　
家
庭
俳
句
会
。
日
比
谷
公
園
。

　
　
　
　
　
　
　

時し
雨ぐ
る
ゝ
を
仰
げ
る
人
の
眉
目
び
も
く
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
七
日
　
句
謡
会
。
鎌
倉
、
香
風
園
。

　
　
　
　
　
　
　

草
枯
る
ゝ
日
数
を
眺
め
来
り
け
り
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十
二
月
九
日
　
笹
鳴
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

羽
搏
は
ば
た
き
て
覚さ
め
も
や
ら
ざ
る 

浮 

寝 

鳥 

う
き
ね
ど
り

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
日
　
二
百
二
十
日
会
。
木
挽
町
、
田
中
家
。

　
　
　
　
　
　
　

大
仏
に
到
り
つ
き
た
る
時
雨
か
な
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十
二
月
十
二
日
　
七
宝
会
。
鎌
倉
大
仏
、
南
浦
園
。

　
　
　
　
　
　
　

 

鼕  

々 

と
う
と
う

と
昇
り
来
り
し
初
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
三
日
　
草
樹
会
。
一
ツ
橋
、
学
士
会
館
。

　
　
　
　
　
　
　

マ
ス
ク
し
て
我
を
見
る
目
の
遠
く
よ
り

我
が
生
は
淋
し
か
ら
ず
や
日
記
買
ふ
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鞄
か
ば
んさ
げ
時
雨
る
ゝ
都
と
見み
か
う
見み

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
七
日
　
銀
座
探
勝
会
。
東
京
朝
日
新
聞
社
向
側
、

　
　
　
　
　
　
　
ニ
ユ
ー
・
ト
ウ
キ
ヨ
ウ
。

　
　
　
　
　
　
　

橋
を
ゆ
く
人
悉
こ
と
ご
とく
息
白
し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
十
八
日
　
物
芽
会
。
浅
草
山
内
、
岡
田
。
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年
忘
れ
老
は
淋
し
く
笑え
ま
ひ
を
り

う
ち
笑
め
る
眉
目
秀ひい
で
ゝ
マ
ス
ク
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
日
　
大
崎
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
別
室
。

　
　
　
　
　
　
　

  

懐    

手  

ふ
と
こ
ろ
で

し
て
人
込
み
に
も
ま
れ
を
り

懐
手
し
て 

洛  

陽 

ら
く
よ
う

の
市
に
あ
り
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懐
手
し
て
俳
諧
の
徒
輩
た
り

懐
手
し
て
論
難
に
対
し
を
り

懐
手
し
て
宰
相
の
器
う
つ
わた
り

左
手
は
無
き
が
如
く
に
懐
手

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
六
日
　
丸
之
内
倶
楽
部
俳
句
会
。
赤
坂
永
田

　
　
　
　
　
　
　
町
二
ノ
七
、
待
月
荘
。
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さ
ま
よ
へ
る
風
は
あ
れ
ど
も
日
向
ひ
な
た
ぼ
こ

美
し
く
耕
し
あ
り
ぬ 
冬 

菜 

畑 
ふ
ゆ
な
は
た

冬
日
濃
し
な
べ
て
生
き
と
し
生
け
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
七
日
　
鎌
倉
俳
句
会
。
海
浜
ホ
テ
ル
。
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北
風
に
人
細
り
行
き
曲
り
消
え

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
三
十
日
　
東
京
句
謡
会
。
丸
之
内
倶
楽
部
日
本
間
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

神
前
の
落
葉
掃
く
賤しず
相
つ
い
で

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
三
十
一
日
　
信
濃
し
な
の
神
社
は 

宗  

良 

む
ね
な
が

親
王
を
祀まつ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
奉
納
の
句
を
徴
さ
る
。
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伏
し
て
思
ふ  

朧    

々  

お
ぼ
ろ
お
ぼ
ろ
の
昔
か
な

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
三
十
一
日
　
霧
島
神
社
奉
納
句
を
徴
さ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

伸
び
上
り
高
く
抛ほう
り
ぬ  
札    

納  
ふ
だ
お
さ
め

人
顔
は
や
う
や
く
見
え
ず 

除 
夜 
詣 

じ
ょ
や
も
う
で

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
三
十
一
日
　
除
夜
詣
句
会
。 

浅 

草 

寺 

せ
ん
そ
う
じ

境
内
、
江

　
　
　
　
　
　
　
の
島
料
理
。

262五百五十句
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
虚
子
五
句
集
（
上
）
〔
全2

冊
〕
」
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店

　
　
　1996
（
平
成8

）
年9

月17

日
第1

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
五
百
五
十
句
」
櫻
井
書
店

　
　
　1947

（
昭
和22
）
年11

月5

日
再
版

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-

86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

※
「
吾
《
わ
》
」
と
「
吾
《
わ
れ
》
」
と
「
吾
《
わ
》
れ
」
、
「
汝
《
な
ん

じ
》
」
と
「
汝
《
な
れ
》
」
と
「
汝
《
な
》
れ
」
の
混
在
は
、
底
本
通
り
で

す
。
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※
新
仮
名
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
ル
ビ
の
拗
音
、
促
音
は
、
小
書
き
し
ま
し
た
。

※
「
序
」
の
末
尾
の
「
註
」
は
親
本
の
初
版
に
存
在
し
、
再
版
に
は
存
在
し

ま
せ
ん
が
、
底
本
通
り
と
し
ま
し
た
。

入
力
：
岡
村
和
彦

校
正
：
酒
井
和
郎

2016

年6

月10

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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